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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理
上りリンク共用チャネルを介して送信を行なう場合であって、前記複数のコンポーネント
キャリアのうちの第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介
した送信が行なわれず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポー
ネントキャリア以外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物
理上りリンク共用チャネルを介した送信が行なわれる第１の場合において、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャリア
で前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、基地局装置に送
信する送信部を備える
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　前記複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理上りリンク共用チャネ
ルを介して送信を行なう、前記第１の場合とは異なる第２の場合において、
　前記送信部は、前記サブフレーム内の前記複数のコンポーネントキャリアのうちの第１
のコンポーネントキャリアで前記１つの物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリ
ンク制御情報を、前記基地局装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動局装置。
【請求項３】
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　前記第２のコンポーネントキャリアが２以上の複数の第２のコンポーネントキャリアで
ある場合に、
　前記複数のコンポーネントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、
　前記特定の１つの第２のコンポーネントキャリアは、前記複数の第２のコンポーネント
キャリアに付された複数の番号のうち最も小さい番号が付された第２のコンポーネントキ
ャリアである
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動局装置。
【請求項４】
　前記上りリンク制御情報は、下りリンクデータに対するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ａ
ｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇ
ｅｍｅｎｔ）である
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の移動局装置。
【請求項５】
　前記第１のコンポーネントキャリアは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネ
ントキャリアである
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の移動局装置。
【請求項６】
　前記複数のコンポーネントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、
　前記第１のコンポーネントキャリアは、最も小さい番号が付されたコンポーネントキャ
リアである
　ことを特徴とする請求項２に記載の移動局装置。
【請求項７】
　前記送信部は、前記サブフレームにおいて前記物理上りリンク共用チャネルを介した送
信を行なわない、前記第１の場合とは異なる第３の場合において、
　物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、前記基地局装置に送
信する
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の移動局装置。
【請求項８】
　あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理
上りリンク共用チャネルを割り当てる場合であって、前記複数のコンポーネントキャリア
のうちの第１のコンポーネントキャリアに前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てら
れず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリア以
外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に前記物理上りリンク共用チ
ャネルが割り当てられる第１の場合において、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャリア
における前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、移動局装
置から受信する受信部を備える
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項９】
　前記複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理上りリンク共用チャネ
ルを割り当てる、前記第１の場合とは異なる第２の場合において、
　前記受信部は、前記サブフレーム内の前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記
第１のコンポーネントキャリアで前記１つの物理上りリンク共用チャネルを介して上り前
記リンク制御情報を、前記移動局装置から受信する
　ことを特徴とする請求項８に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　前記第２のコンポーネントキャリアが２以上の複数の第２のコンポーネントキャリアで
ある場合に、
　前記複数のコンポーネントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、
　前記特定の１つの第２のコンポーネントキャリアは、前記複数の第２のコンポーネント



(3) JP 5706027 B2 2015.4.22

10

20

30

40

50

キャリアに付された複数の番号のうち最も小さい番号が付された第２のコンポーネントキ
ャリアである
　ことを特徴とする請求項８に記載の基地局装置。
【請求項１１】
　前記上りリンク制御情報は、下りリンクデータに対するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ａ
ｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇ
ｅｍｅｎｔ）である
　ことを特徴とする請求項８から１０のいずれか一項に記載の基地局装置。
【請求項１２】
　前記第１のコンポーネントキャリアは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネ
ントキャリアである
　ことを特徴とする請求項８から１１のいずれか一項に記載の基地局装置。
【請求項１３】
　前記複数のコンポーネントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、
　前記第１のコンポーネントキャリアは、最も小さい番号が付されたコンポーネントキャ
リアである
　ことを特徴とする請求項９に記載の基地局装置。
【請求項１４】
　前記受信部は、前記サブフレームにおいて前記物理上りリンク共用チャネルが割り当て
られない、前記第１の場合とは異なる第３の場合において、
　物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、前記移動局装置から
受信する
　ことを特徴とする請求項８に記載の基地局装置。
【請求項１５】
　移動局装置に用いられる無線通信方法であって、
　あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理
上りリンク共用チャネルを介して送信を行なう場合であって、前記複数のコンポーネント
キャリアのうちの第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介
した送信が行なわれず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポー
ネントキャリア以外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物
理上りリンク共用チャネルを介した送信が行なわれる第１の場合において、前記複数のコ
ンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャリアで前記物理上り
リンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、基地局装置に送信する
　ことを特徴とする無線通信方法。
【請求項１６】
　基地局装置に用いられる無線通信方法であって、
　あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理
上りリンク共用チャネルを割り当てる場合であって、前記複数のコンポーネントキャリア
のうちの第１のコンポーネントキャリアに前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てら
れず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリア以
外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に前記物理上りリンク共用チ
ャネルが割り当てられる第１の場合において、前記複数のコンポーネントキャリアのうち
特定の１つの第２のコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを
介して前記上りリンク制御情報を、移動局装置から受信する
　ことを特徴とする無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局装置、基地局装置および無線通信方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式及び無線ネットワークの進化（以下、「Ｌｏｎｇ
　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）、または、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＥＵＴＲＡ）」と称する
。）、及び、より広帯域な周波数を利用して、さらに高速なデータの通信を実現する無線
アクセス方式及び無線ネットワーク（以下、「Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）、または、「Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ａ－ＥＵＴＲ
Ａ）」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；３ＧＰＰ）において検討されてい
る。
【０００３】
　ＬＴＥでは、下りリンクとして、マルチキャリア送信である直交周波数分割多重（Ｏｒ
ｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
；ＯＦＤＭ）方式が用いられる。また、上りリンクとして、シングルキャリア送信である
離散フーリエ変換（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ；ＤＦＴ）
－Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ方式のシングルキャリア通信方式が用いられる。
　また、ＬＴＥにおいて、基地局装置から移動局装置への無線通信（下りリンク）では、
報知チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＢＣＨ）、
下りリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ；ＰＤＣＣＨ）、下りリンク共用チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＤＳＣＨ）、マルチキャストチャネル（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＭＣＨ）、制御フォーマットイン
ディケータチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＣＦＩＣＨ）、ＨＡＲＱインディケータチャネル（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｉｎｄ
ｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＨＩＣＨ）が割り当てられる。また、移動局装置から
基地局装置への無線通信（上りリンク）では、上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、上りリンク制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）、ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる。
【０００４】
　ＬＴＥ－Ａでは、ＬＴＥとの互換性(ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ)を持つこと、つまり
、ＬＴＥ－Ａの基地局装置が、ＬＴＥ－Ａ及びＬＴＥの両方の移動局装置と同時に無線通
信を行い、また、ＬＴＥ－Ａの移動局装置が、ＬＴＥ－Ａ及びＬＴＥの両方の基地局装置
と無線通信を行えるようにすることが求められており、ＬＴＥと同一のチャネル構造を用
いることが検討されている。
　例えば、ＬＴＥ－Ａでは、ＬＴＥと同一のチャネル構造の周波数帯域（以下、「キャリ
ア要素（ＣＣ：Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）」、または、「コンポーネントキ
ャリア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」と称する。）を複数用いて、１
つの周波数帯域（広帯域な周波数帯域）として使用する技術（周波数帯域集約：Ｓｐｅｃ
ｔｒｕｍ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ、Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ、Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎなどとも称される。）が提案されている。
【０００５】
　具体的には、周波数帯域集約を用いた通信では、下りリンクのキャリア要素毎に、報知
チャネル、下りリンク制御チャネル、下りリンク共用チャネル、マルチキャストチャネル
、制御フォーマットインディケータチャネル、ＨＡＲＱインディケータチャネルを送信し
、上りリンクのキャリア要素毎に上りリンク共用チャネル、上りリンク制御チャネル、ラ
ンダムアクセスチャネルが割り当てられる。つまり、周波数帯域集約は、上りリンクと下
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りリンクにおいて、上りリンク制御チャネル、上りリンク共用チャネル、下りリンク制御
チャネル、下りリンク共用チャネルなどを、キャリア要素の数用いて、複数のデータや複
数の制御情報を同時に送受信する技術である（非特許文献１　第５章参照）。
【０００６】
　上記の周波数帯域集約を用いた通信において、非特許文献２には、上りリンクのキャリ
ア要素のいずれか１つに、ある移動局装置に対する上りリンク共用チャネルを割り当てる
場合、当該移動局装置が、全ての上りリンク制御情報（Ｕｐｌｉｎｋ　ＣｏｎｔｒｏｌＩ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ；ＵＣＩ）を上りリンク共用チャネルに配置して、送信する技術が
記載されている。この技術は、移動局装置の送信電力を抑えることを目的とする技術であ
る。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】”３ＧＰＰ ＴＲ３６．８１４　ｖ０．４．１　（２００９－０２）”,
 Ｆｅｂｒｕａｒｙ, ２００９.
【非特許文献２】“ ＵＬ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ ｔｏ ｓｕｐｐｏｒｔ 
ｂａｎｄｗｉｄｔｈ ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ ｉｎ ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ ”, ３ＧＰＰ
 ＴＳＧ ＲＡＮ ＷＧ１　Ｍｅｅｔｉｎｇ ♯５６, Ｒ１－０９０７２４, Ｆｅｂｒｕａｒ
ｙ ９－１３, ２００９.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、基地局装置は、例えば通信量の多い移動局装置に対して、複数の上りリンク
のキャリア要素に上りリンク共用チャネルを割り当てることが考えられる。
　しかしながら、移動局装置に対して複数の上りリンクのキャリア要素の上りリンク共用
チャネルを割り当てる場合、全ての上りリンク制御情報をこの複数の上りリンクキャリア
要素全てに逐一割り当てると、データ情報を割り当てる無線リソースが減ってしまうとい
う欠点があった。また、いずれか一つに割り当てるとしても、基地局装置は、どの上りリ
ンク共用チャネルに上りリンク制御情報が配置されるかを判定することができず、当該上
りリンク共用チャネルに配置された情報の種類を誤ってしまうという欠点があった。
【０００９】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、情報を確実に通信することができる移
動局装置、基地局装置および無線通信方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（１）本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、本発明の一態様は、
移動局装置であって、あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞ
れの上で１つの物理上りリンク共用チャネルを介して送信を行なう場合であって、前記複
数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリン
ク共用チャネルを介した送信が行なわれず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
前記第１のコンポーネントキャリア以外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれ
ぞれの上で１つの物理上りリンク共用チャネルを介した送信が行なわれる第１の場合にお
いて、前記複数のコンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャ
リアで前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、基地局装置
に送信する送信部を備えることを特徴とする移動局装置である。
【００１１】
　（２）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記複数のコンポーネント
キャリアのそれぞれの上で１つの物理上りリンク共用チャネルを介して送信を行なう、前
記第１の場合とは異なる第２の場合において、
　前記送信部は、前記サブフレーム内の前記複数のコンポーネントキャリアのうちの第１
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のコンポーネントキャリアで前記１つの物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリ
ンク制御情報を、前記基地局装置に送信することを特徴とする移動局装置である。
【００１２】
　（３）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記第２のコンポーネント
キャリアが２以上の複数の第２のコンポーネントキャリアである場合に、前記複数のコン
ポーネントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記特定の１つの第２のコンポー
ネントキャリアは、前記複数の第２のコンポーネントキャリアに付された複数の番号のう
ち最も小さい番号が付された第２のコンポーネントキャリアであることを特徴とする移動
局装置である。
【００１３】
　（４）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記上りリンク制御情報は
、下りリンクデータに対するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎ
ｔ）／ＮＡＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）であることを特
徴とする移動局装置である。
【００１４】
　（５）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記第１のコンポーネント
キャリアは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネントキャリアであることを特
徴とする移動局装置である。
【００１５】
　（６）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記複数のコンポーネント
キャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記第１のコンポーネントキャリアは、最も
小さい番号が付されたコンポーネントキャリアであることを特徴とする移動局装置である
。
【００１６】
　（７）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記送信部は、前記サブフ
レームにおいて前記物理上りリンク共用チャネルを介した送信を行なわない、前記第１の
場合とは異なる第３の場合において、物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリン
ク制御情報を、前記基地局装置に送信することを特徴とする移動局装置である。
【００１７】
　（８）また、本発明の一態様は、基地局装置であって、あるサブフレームにおいて複数
のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理上りリンク共用チャネルを割り当
てる場合であって、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネントキ
ャリアに前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられず、前記複数のコンポーネント
キャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリア以外の１以上の第２のコンポーネン
トキャリアのそれぞれの上に前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられる第１の場
合において、前記複数のコンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネン
トキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を
、移動局装置から受信する受信部を備えることを特徴とする基地局装置である。
【００１８】
　（９）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記複数のコンポーネント
キャリアのそれぞれの上に１つの物理上りリンク共用チャネルを割り当てる、前記第１の
場合とは異なる第２の場合において、前記受信部は、前記サブフレーム内の前記複数のコ
ンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリアで前記１つの物理上り
リンク共用チャネルを介して上り前記リンク制御情報を、前記移動局装置から受信するこ
とを特徴とする基地局装置である。
【００１９】
　（１０）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記第２のコンポーネン
トキャリアが２以上の複数の第２のコンポーネントキャリアである場合に、前記複数のコ
ンポーネントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記特定の１つの第２のコンポ
ーネントキャリアは、前記複数の第２のコンポーネントキャリアに付された複数の番号の
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うち最も小さい番号が付された第２のコンポーネントキャリアであることを特徴とする基
地局装置である。
【００２０】
　（１１）また、本発明の一態様は、基地局装置であって、前記上りリンク制御情報は、
下りリンクデータに対するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ
）／ＮＡＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）であることを特徴
とする基地局装置である。
【００２１】
　（１２）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記第１のコンポーネン
トキャリアは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネントキャリアである
　ことを特徴とする基地局装置である。
【００２２】
　（１３）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記複数のコンポーネン
トキャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記第１のコンポーネントキャリアは、最
も小さい番号が付されたコンポーネントキャリアであることを特徴とする基地局装置であ
る。
【００２３】
　（１４）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記受信部は、前記サブ
フレームにおいて前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられない、前記第１の場合
とは異なる第３の場合において、物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリンク制
御情報を、前記移動局装置から受信することを特徴とする基地局装置である。
【００２４】
　（１５）また、本発明の一態様は、移動局装置に用いられる無線通信方法であって、
　あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理
上りリンク共用チャネルを介して送信を行なう場合であって、前記複数のコンポーネント
キャリアのうちの第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介
した送信が行なわれず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポー
ネントキャリア以外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物
理上りリンク共用チャネルを介した送信が行なわれる第１の場合において、前記複数のコ
ンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャリアで前記物理上り
リンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、基地局装置に送信することを特
徴とする無線通信方法である。
【００２５】
　（１６）また、本発明の一態様は、基地局装置に用いられる無線通信方法であって、
　あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理
上りリンク共用チャネルを割り当てる場合であって、前記複数のコンポーネントキャリア
のうちの第１のコンポーネントキャリアに前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てら
れず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリア以
外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に前記物理上りリンク共用チ
ャネルが割り当てられる第１の場合において、前記複数のコンポーネントキャリアのうち
特定の１つの第２のコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを
介して前記上りリンク制御情報を、移動局装置から受信することを特徴とする無線通信方
法である。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、無線通信システムは、情報を確実に通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】この発明の第１の実施形態に係る無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態に係る周波数帯域集約処理の一例を示す図である。
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【図３】本実施形態に係る上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図であ　　
る。
【図４】本実施形態に係る本実施形態に係る上りリンク共用チャネルにおける上り制　　
御信号の配置の一例を示す概略図である。
【図５】本実施形態に係る移動局装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図６】本実施形態に係る移動局装置の送信処理部の構成を示す概略ブロック図であ　　
る。
【図７】本実施形態に係る基地局装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図８】本実施形態に係る基地局装置の受信処理部の構成を示す概略ブロック図であ　　
る。
【図９】本実施形態に係る無線通信システムの動作の一例を示すフロー図である。
【図１０】本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。
【図１１】この発明の第２の実施形態に係る移動局装置の送信処理部の構成を示す概　　
略ブロック図である。
【図１２】本実施形態に係る基地局装置の受信処理部の構成を示す概略ブロック図で　　
ある。
【図１３】本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。
【図１４】本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の別の一例を示す図であ　　
る。
【図１５】この発明の第３の実施形態に係る移動局装置の送信処理部の構成を示す概　　
略ブロック図である。
【図１６】本実施形態に係る基地局装置の受信処理部の構成を示す概略ブロック図で　　
ある。
【図１７】本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。
【図１８】この発明の第４の実施形態に係る移動局装置の送信処理部の構成を示す概　　
略ブロック図である。
【図１９】本実施形態に係る基地局装置の受信処理部の構成を示す概略ブロック図で　　
ある。
【図２０】本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。
【図２１】この発明の第５の実施形態に係る移動局装置の送信処理部の構成を示す概　　
略ブロック図である。
【図２２】本実施形態に係る基地局装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図２３】本実施形態に係る基地局装置の受信処理部の構成を示す概略ブロック図で　　
ある。
【図２４】本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
（第１の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第１の実施形態について詳しく説明する。
【００２９】
＜無線通信システムについて＞
　図１は、本発明の第１実施形態に係る無線通信システムの概念図である。図１において
、無線通信システムは、移動局装置Ａ１～Ａ３（第１の通信装置）、及び基地局装置Ｂ１
（第２の通信装置）を具備する。移動局装置Ａ１～Ａ３と基地局装置Ｂ１とは、後述する
周波数帯域集約を用いた通信を行う。
　図１は、基地局装置Ｂ１から移動局装置Ａ１～Ａ３への無線通信（下りリンク）では、
下りリンクパイロットチャネル（または、「下りリンクリファレンスシグナル（Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＤＬ　ＲＳ）」とも称する。）、報知チ
ャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＢＣＨ）、下りリ
ンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎ



(9) JP 5706027 B2 2015.4.22

10

20

30

40

50

ｅｌ；ＰＤＣＣＨ）、下りリンク共用チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　
Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＤＳＣＨ）、マルチキャストチャネル（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＭＣＨ）、制御フォーマットインディケ
ータチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＣＦＩＣＨ）、ＨＡＲＱインディケータチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＨＩＣＨ）が割り
当てられることを示す。また、図１は、移動局装置Ａ１～Ａ３から基地局装置Ｂ１への無
線通信（上りリンク）では、上りリンクパイロットチャネル（または、「上りリンクリフ
ァレンスシグナル（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＵＬ　ＲＳ）」
とも称する。）、上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ランダムアクセスチャネ
ル（ＰＲＡＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が
割り当てられることを示す。
　以下、移動局装置Ａ１～Ａ３を移動局装置ａ１といい、基地局装置Ｂ１を基地局装置ｂ
１という。
【００３０】
＜周波数帯域集約について＞
　図２は、本実施形態に係る周波数帯域集約処理の一例を示す図である。図２において、
横軸は周波数領域、縦軸は時間領域を示す。
　図２に示すように、下りリンクのサブフレームＤ１は、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３
つのキャリア要素（ＤＣＣ－０：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ－０、ＤＣＣ－１、ＤＣＣ－２）のサブフレームによって構成されている。この下りリ
ンクのキャリア要素（下りキャリア要素という）のサブフレーム各々には、右斜線でハッ
チングした領域が示す下りリンク制御チャネルと、ハッチングをしない領域が示す下りリ
ンク共用チャネルと、が時間多重されて割り当てられる。
　一方、上りリンクのサブフレームＵ１は、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３つのキャリア
要素（ＵＣＣ－０：Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ－０、ＵＣＣ－
１、ＵＣＣ－２）によって構成されている。この上りリンクのキャリア要素（上りキャリ
ア要素という）のサブフレーム各々には、斜めの格子状の線でハッチングした領域が示す
上りリンク制御チャネルと、左斜線でハッチングした領域が示す上りリンク共用チャネル
と、が周波数多重されて割り当てられる。以下、ＵＣＣ－ｎ（ｎ＝０、１、２）の番号ｎ
を上りキャリア要素番号ｎという。
【００３１】
　例えば、基地局装置ｂ１は、あるサブフレームにおいて、３つの下りキャリア要素のう
ち１個又は複数の下りキャリア要素の下りリンク共用チャネルに信号を配置して、移動局
装置ａ１へ送信する。また、移動局装置ａ１は、あるサブフレームにおいて、３つの上り
キャリア要素のうち１個又は複数の上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルに信号を
配置して、基地局装置ｂ１へ送信する。
【００３２】
＜上りリンク無線フレームについて＞
　図３は、本実施形態に係る上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である
。図３は、ある上りキャリア要素における無線フレームの構成を示す。図３において、横
軸は時間領域、縦軸は周波数領域である。
　図３に示すように、上りキャリア要素の無線フレームは、複数の物理リソースブロック
（ＰＲＢ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）ペア（例えば、符号ＲＢ
を付した破線で囲まれた領域）から構成されている。この物理リソースブロックペアは、
無線リソースの割り当てなどの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（ＰＲＢ帯域幅
）及び時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレーム）からなる。
　１個の物理リソースブロックペアは、時間領域で連続する２個の物理リソースブロック
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（ＰＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の物理リソースブロック（図３におい
て、太線で囲まれている単位）は、周波数領域において１２個のサブキャリアから構成さ
れ、時間領域において７個のＤＦＴ―Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭシンボルから構成される。
【００３３】
　時間領域においては、７個のＤＦＴ―Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭシンボルから構成される
スロット、２個のスロットから構成されるサブフレーム、１０個のサブフレームから構成
される無線フレームがある。周波数領域においては、上りリンクのキャリア要素の帯域幅
に応じて複数の物理リソースブロック（ＰＲＢ）が配置される。尚、１個のサブキャリア
と１個のＤＦＴ―Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭシンボルから構成されるユニットをリソースエ
レメント（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ；ＲＥ）と称する。
【００３４】
　以下、無線フレーム内に割り当てられるチャネルについて説明をする。
　上りリンクの各サブフレームでは、例えば、上りリンク制御チャネルと、上りリンク共
用チャネルと、上りリンク制御チャネル及び上りリンク共用チャネルの伝搬路推定に用い
る上りリンクパイロットチャネルとが割り当てられる。
　上りリンク制御チャネルは、上りキャリア要素の帯域幅の両端の物理リソースブロック
ペア（左斜線でハッチングされた領域）に割り当てられる。
　上りリンク共用チャネルは、上りリンク制御チャネル以外の物理リソースブロックペア
（ハッチングされない領域）が割り当てられる。尚、移動局装置ａ１は、ある１つのサブ
フレームにおいて、上りリンク制御チャネル及び上りリンク共用チャネルの両方にデータ
を配置しない。
　上りリンクパイロットチャネル（図示せず）は、上りリンク共用チャネル及び上りリン
ク制御チャネルに時間多重されて割り当てられる。
【００３５】
　まず、上りリンク制御チャネルに配置する信号について説明をする。
　上りリンク制御チャネルには、チャネル品質情報、スケジューリング要求（ＳＲ：Ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＡＣＫ（ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ；肯定
応答）／ＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ－ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ；否定応答）な
ど、通信の制御に用いられる情報である上りリンク制御情報（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ；ＵＣＩ）の信号が配置される。
　尚、チャネル品質情報は、移動局装置ａ１が下りリンクのリファレンスシグナルで測定
した下りリンクのチャネルの伝送品質を示す情報である。また、スケジューリング要求は
、移動局装置ａ１が基地局装置ｂ１に上りリンクの無線リソースの割り当てを要求する情
報である。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、移動局装置ａ１が受信した下りリンク共用チャネ
ルの復号の成否を示す情報である。
【００３６】
　また、上記のチャネル品質情報には、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ；チャネル品質指標）、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；ランク指
標）、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；プレコーディ
ングマトリックス指標）が含まれる。ここで、ＣＱＩは、下りリンクのチャネルの誤り訂
正方式、誤り訂正の符号化率、データ変調多値数などの無線伝送パラメータを変更するた
めのチャネル品質を示す情報である。また、ＲＩは、下りリンクにおいてＭＩＭＯ（Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）方式にて空間多重送信す
る場合に移動局装置ａ１が要求する情報であって、予め送信信号系列を前処理する信号系
列の単位（ストリーム）の数（Ｒａｎｋ）を示す情報である。また、ＰＭＩは、ＭＩＭＯ
方式にて空間多重送信する場合に移動局装置ａ１が要求する情報であって、予め送信信号
系列を前処理するプレコーディングの情報である。
【００３７】
　次に、上りリンク共有チャネルに配置する信号について説明をする。
　上りリンク共有チャネルには、上りリンク制御情報以外の情報であるデータ情報（トラ
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ンスポートブロック；Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｂｌｏｃｋ）の信号（データ信号という）が
配置される。また、本実施形態では、上りリンク共有チャネルが割り当てられた場合、上
りリンク共有チャネルに、上りリンク制御情報の信号（上り制御信号という）も配置され
る。
　以下、上りリンク共有チャネルにおける上り制御信号の配置について説明をする。
【００３８】
＜上りリンク共有チャネルについて＞
　図４は、本実施形態に係る上りリンク共用チャネルにおける上り制御信号の配置の一例
を示す概略図である。図４において、図４（Ａ）は上り制御信号のマッピングを示す図で
あり、図４（Ｂ）は上りリンク共有チャネルでの上り制御信号の配置を示す図である。尚
、図４（Ｂ）は、あるサブフレームにおいて移動局装置ａ１に対して割り当てられた上り
キャリア要素の上りリンク共用チャネルの１個を示し、また、上りリンク共用チャネルと
して２個の物理リソースブロックペアが割り当てられた場合を示す。
【００３９】
　図４（Ａ）において、縦軸は時間領域を示し、各列はＤＦＴを行う単位の区間（ＤＦＴ
区間）である。また、横軸はＤＦＴ区間番号を示し、この番号は時間順に付された番号で
ある。また、図４（Ａ）の横軸方向では、ＤＦＴ後にサブフレームで送信できる上りリン
ク共用チャネルのＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭシンボルの数（図４（Ｂ）の例では、
１２個）の領域に分割され、変調シンボル（信号）が配置されていることを示す。また、
図４（Ａ）の縦軸方向では、サブフレームで割り当てられたサブキャリアの数（図４（Ｂ
）の例では、２４個）の領域に分割され、変調シンボルが配置されていることを示す。
【００４０】
　図４（Ａ）において、斜めの格子状の線でハッチングされた領域は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の変調シンボルが配置される領域を示す。ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは、ＤＦＴ区
間番号が最も小さい領域からＤＦＴ区間番号が大きくなる方向へ３番目と４番目、９番目
と１０番目の領域であって、時間が最も大きい領域から時間が小さくなる方向へ連続して
６個の領域、に配置されている。また、図４（Ａ）において、右斜線でハッチングした領
域をＲＩの変調シンボルが配置される領域を示す。ＲＩの変調シンボルは、ＤＦＴ区間番
号が最も小さい領域からＤＦＴ区間番号が大きくなる方向へ２番目と５番目、８番目と１
１番目の領域であって、時間が最も大きい領域から時間が小さくなる方向へ連続して６個
の領域、に配置されている。
【００４１】
　また、図４（Ａ）において、左斜線でハッチングされた領域は、ＣＱＩ又はＰＭＩの変
調シンボルが配置される領域を示す。ＣＱＩ又はＰＭＩの変調シンボルは、時間が最も小
さい領域において、ＤＦＴ区間番号が最も小さい領域からＤＦＴ区間番号が大きくなる方
向へ順番に配置される。そして、時間が最も小さい領域のすべてに配置が終わると、ＣＱ
Ｉ又はＰＭＩの変調シンボルは、ＣＱＩ又はＰＭＩの変調シンボルを配置した時間領域（
行）の次に時間が小さい領域において、ＤＦＴ区間番号が最も小さい領域からＤＦＴ区間
番号が大きくなる方向へ順番に配置される。図４（Ａ）は、同様の配置をくり返して、時
間が最も小さい領域から時間が大きくなる方向へ４番目の領域であって、ＤＦＴ区間番号
が最も小さい領域からＤＦＴ区間番号が大きくなる方向へ１０番目の領域まで、ＣＱＩ又
はＰＭＩの変調シンボルが配置されることを示す。
　また、図４（Ａ）において、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボ
ルが配置される領域を示す。データ情報の変調シンボルは、ＣＱＩとＰＭＩの変調シンボ
ルを全て配置した後、ＣＱＩとＰＭＩの変調シンボルと同様に配置される。但し、データ
の変調シンボルを配置した後、一部のデータの変調シンボルはＡＣＫ／ＮＡＣＫとＲＩの
変調シンボルで上書きされる。
【００４２】
　図４（Ｂ）において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域を示す。図４（Ｂ）において
、右斜線でハッチングされた領域は上りリンク共有チャネルに配置されたシンボルを示し
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、点でハッチングされた領域は上りリンクリファレンスシグナルを示す。
　上りリンク共有チャネルに配置されたシンボルは、図４（Ａ）のように配置した変調シ
ンボルを、離散フーリエ変換（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ
；ＤＦＴ）したシンボルである。具体的には、図４（Ｂ）において、図４（Ａ）の変調シ
ンボルは、ＤＦＴ区間番号が小さい方の時間領域（列）から順に離散フーリエ変換し、離
散フーリエ変換した周波数領域のシンボルを時間が小さい方から順に配置される。
【００４３】
＜移動局装置ａ１の構成について＞
　図５は、本実施形態に係る移動局装置の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、移動局装置ａ１は、上位層処理部ａ１１、制御部ａ１２、受信処理部ａ１３、複数
の受信アンテナ、送信処理部ａ１４、及び、複数の送信アンテナ、を含んで構成される。
また、上位層処理部ａ１１は、無線リソース制御部ａ１１１を含んで構成される。尚、図
５では、受信アンテナと送信アンテナとを別の構成としたが、信号の入出力を切り替える
作用のあるサイリスタなどを用いてアンテナを共有するようにしてもよい。
【００４４】
　上位層処理部ａ１１は、ユーザの操作等により生成した上りキャリア要素毎のデータ情
報を、送信処理部ａ１４に出力する。また、上位層処理部ａ１１は、パケットデータ統合
プロトコル（ＰＤＣＰ：Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、無
線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の処理を
行う。
【００４５】
　上記の処理において、上位層処理部ａ１１が備える無線リソース制御部ａ１１１は、自
装置の各種設定情報、通信状態、及び、バッファ状況の管理などを行う。また、無線リソ
ース制御部ａ１１１は、各上りキャリア要素の各チャネルに配置する情報を生成し、上り
キャリア要素毎に送信処理部ａ１４に出力する。例えば、無線リソース制御部ａ１１１は
、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）処理
の結果に応じて下りリンク共用チャネルのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成し、生
成したＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信処理部ａ１４に出力する。尚、ＨＡＲＱとは、復号の成否
（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を基地局装置ｂ１に送信し、誤りにより復号できない（ＮＡＣＫ）
場合に基地局装置ｂ１が信号を再送し、再度受信した信号とすでに受信した信号との合成
信号に対して復号処理を行う技術である。
【００４６】
　また、無線リソース制御部ａ１１１は、基地局装置ｂ１から下りリンク制御チャネルで
通知された下りリンク制御情報（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ）に基づき、受信処理部ａ１３及び送信処理部ａ１４の制御を行うために制御情報
を生成し、制御部ａ１２に出力する。例えば、無線リソース制御部ａ１１１は、自装置に
対する上りリンク共用チャネルが割り当てられた上りキャリア要素を示す共用チャネル割
当情報を、制御部ａ１２に出力する。また、例えば、無線リソース制御部ａ１１１は、上
りリンク共有チャネルに信号を配置する場合、図４に示したマッピングを行うことを示す
マッピング情報を記憶部（図示せず）から読み出し、制御部ａ１２に出力する。尚、この
マッピング情報は、移動局装置ａ１の製造時又はソフトウェアの更新時に予め記憶しても
よいし、基地局装置ｂ１から通知された場合に予め記憶してもよい。
【００４７】
　制御部ａ１２は、上位層処理部ａ１１からの制御情報に基づいて、受信処理部ａ１３及
び送信処理部ａ１４の制御を行う制御信号を生成する。尚、この制御信号のうち共用チャ
ネル割当情報に基づいて生成された制御信号を、共用チャネル割当情報信号という。この
共用チャネル割当情報信号は、上りリンク共用チャネルが割り当てられた上りキャリア要
素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）の１個或いは複数、又は、上りリンク共用チャネルが割り当
てられていないことを示す「９」のいずれかの値である。
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　制御部ａ１２は、生成した制御信号を受信処理部ａ１３及び送信処理部ａ１４に出力し
て受信処理部ａ１３及び送信処理部ａ１４の制御を行う。
【００４８】
　受信処理部ａ１３は、受信アンテナを介して基地局装置ｂ１から受信した受信信号を、
制御部ａ１２から入力された制御信号に従って、復調、復号する。受信処理部ａ１３は、
復号した情報を上位層処理部ａ１１に出力する。また、受信処理部ａ１３は、検出した下
りリンクパイロット信号の受信品質等に基づいて、チャネル品質情報（ＣＱＩ／ＰＭＩ／
ＲＩ）を生成し、送信処理部ａ１４に出力する。
【００４９】
　送信処理部ａ１４は、制御部ａ１２からの制御信号に従って、上りリンクリファレンス
シグナルを生成する。また、送信処理部ａ１４は、上位層処理部ａ１１から入力されたデ
ータ情報、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、及び受信処理部ａ１３から入力されたチャネル品質情報、
を符号化及び変調し、変調シンボルを生成する。
　送信処理部ａ１４は、生成した変調シンボルを上りリンク共用チャネル及び上りリンク
制御チャネルに配置し、生成した上りリンクリファレンスシグナルと多重して、送信アン
テナを介して基地局装置ｂ１に送信する。
【００５０】
　この変調シンボルの配置において、送信処理部ａ１４は、図４で示したように、上りリ
ンク制御情報を上りリンク共用チャネルに配置する。ここで、自装置に対して上りリンク
共用チャネルが割り当てられた上りキャリア要素が複数ある場合、送信処理部ａ１４は、
予め定められた配置規則に従って上りキャリア要素を選択し、選択した上りキャリア要素
の上りリンク共用チャネルに上りリンク制御情報を配置する。
　以下、送信処理部ａ１４についての詳細を説明する。
【００５１】
＜送信処理部ａ１４の構成について＞
　図６は、本実施形態に係る移動局装置の送信処理部ａ１４の構成を示す概略ブロック図
である。図示するように、送信処理部ａ１４は、符号化部ａ１４１、変調部ａ１４２、離
散フーリエ変換部ａ１４３、上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４、多重部ａ
１４５、及び、送信部ａ１４６を含んで構成される。また、符号化部ａ１４１は、ターボ
符号化部ａ１４１１、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ
１４１３、ＲＩ符号化部ａ１４１４、多重切替部ａ１４１５（キャリア要素選択部）、及
びデータ/制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８を含んで構成される。尚、図６は、図
２に示したように、３つの上りキャリア要素を用いて、基地局装置ｂ１と通信を行う場合
を示す図である。また、送信処理部ａ１４の各部は、制御部ａ１２から入力される制御信
号に従って処理を行う。
【００５２】
　ターボ符号化部ａ１４１１は、上位層処理部ａ１１から入力された上りキャリア要素毎
のデータ情報を、それぞれ、基地局装置ｂ１から通知された符号化率でターボ誤り訂正符
号化し、符号化ビット（データ符号化ビットという）を生成する。ターボ符号化部ａ１４
１１は、生成した上りキャリア要素毎のデータ符号化ビットを、上りキャリア要素に対応
するデータ/制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８に出力する。尚、ターボ符号化部ａ
１４１１は、上りリンク共用チャネルにＣＱＩ／ＰＭＩを多重する場合は、ＣＱＩ／ＰＭ
Ｉの符号化ビット分だけデータの符号化ビットを減らすようにターボ誤り訂正符号化する
。
【００５３】
　ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１２は、制御部ａ１２から入力された共用チャネル割当
情報信号に基づいて、受信処理部ａ１４から入力されたＣＱＩ／ＰＭＩを誤り訂正符号化
し、ＣＱＩ／ＰＭＩの符号化ビットを生成する。ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１２は、
生成した符号化ビット（ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビットという）を、多重切替部ａ１４１５
に出力する。
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　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３は、制御部ａ１２から入力された共用チャネル割
当情報信号に基づいて、上位層処理部ａ１４１３から入力されたＡＣＫ／ＮＡＣＫを誤り
訂正符号化し、生成した符号化ビット（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビットという）を、多重
切替部ａ１４１５に出力する。
　ＲＩ符号化部ａ１４１４は、制御部ａ１２から入力された共用チャネル割当情報信号に
基づいて、受信処理部ａ１４から入力されたＲＩを誤り訂正符号化し、生成した符号化ビ
ット（ＲＩ符号化ビットという）を、多重切替部ａ１４１５に出力する。
　ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３、ＲＩ符号
化部ａ１４１４は、共用チャネル割当情報信号が「９」である場合、つまり、自装置に対
する上りリンク共用チャネルが割り当てられていないことを示すと判定した場合と、共用
チャネル割当情報信号が１個、又は複数個の上りキャリア要素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）
である場合、つまり、自装置に対して１個、又は複数個の上りリンク共用チャネルが割り
当てられていることを示すと判定した場合とで、誤り訂正符号化の切り替え処理を行なう
。つまり、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３、
ＲＩ符号化部ａ１４１４は、符号化ビットが上りリンク制御チャネル、又は上りリンク共
用チャネルで送信されるかで異なる誤り訂正符号化を行なう。
【００５４】
　多重切替部ａ１４１５は、制御部ａ１２から入力された共用チャネル割当情報信号に基
づいて、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３、Ｒ
Ｉ符号化部ａ１４１４から入力された符号化ビットの出力先を切り替える制御情報配置切
り替え処理を行う。
【００５５】
　ここで、多重切替部ａ１４１５が行う制御情報配置切り替え処理について説明をする。
　多重切替部ａ１４１５は、共用チャネル割当情報信号が「９」である場合、つまり、自
装置に対する上りリンク共用チャネルが割り当てられていないことを示すと判定した場合
、符号化ビットの出力先を多重部ａ１４５に決定する。この場合、出力された符号化ビッ
トは変調部（図示せず）で変調され、多重部ａ１４５で上りリンク制御チャネルに配置さ
れる。
　一方、多重切替部ａ１４１５は、共用チャネル割当情報信号が１個の上りキャリア要素
番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、つまり、自装置に対する上りリンク共用チャネル
が割り当てられた上りキャリア要素が１個であると判定した場合、符号化ビットの出力先
を、当該上りリンク共用チャネルが割り当てられた上りキャリア要素に対応するデータ/
制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８のうち一つに決定する。
【００５６】
　また、多重切替部ａ１４１５は、共用チャネル割当情報信号が複数個の上りキャリア要
素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、つまり、自装置に対する上りリンク共用チャネ
ルが割り当てられた上りキャリア要素が複数個であると判定した場合、符号化ビットの出
力先を、予め定められた配置規則に従って、以下のように決定する。
【００５７】
　本実施形態では、まず、多重切替部ａ１４１５は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、最も大きい値の上りキャリア要素番号ｎを選択する。多重切替
部ａ１４１５は、選択した上りキャリア要素番号ｎの上りキャリア要素に対応するデータ
/制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８のうち一つに、符号化ビットの出力先を決定す
る。すなわち、多重切替部ａ１４１５は、無線リソースが割り当てられた複数のキャリア
要素から予め定めた規則に従ってキャリア要素を選択する。
　多重切替部ａ１４１５は、以上の制御情報配置切り替え処理により決定した出力先に、
符号化ビットを出力する。
【００５８】
　データ／制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８は、それぞれ、上りキャリア要素番号
０～２の上りキャリア要素に対応し、対応する上りキャリア要素に配置する信号の符号化
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ビットを並び替える。データ／制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８が持つ機能は同じ
であるので、その１つ（データ／制御情報多重部ａ１４１８）を代表して説明する。
　データ／制御情報多重部ａ１４１８は、ターボ符号化部ａ１４１１から入力されたデー
タ符号化ビットと、多重切替部ａ１４１５から入力された符号化ビットと、を次のように
並び換える。まず、データ／制御情報多重部ａ１４１８は、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット
の後方にデータ符号化ビットを結合する。次に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビット及びＲＩ
符号化ビットの変調シンボルが、図４（Ａ）に示した配置になるように、データ符号化ビ
ットをＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビット及びＲＩ符号化ビットで上書きする。
　データ／制御情報多重部ａ１４１８は、順序を並び換えた符号化ビットを変調部ａ１４
２へ出力する。尚、多重切替部ａ１４１５から符号化ビットが入力されない場合、データ
／制御情報多重部ａ１４１８は、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化
ビット、及びＲＩ符号化ビットの挿入は行わず、データ符号化ビットのみを変調部ａ１４
２へ出力する。すなわち、データ／制御情報多重部ａ１４１８は、多重切替部ａ１４１５
が選択した上りキャリア要素の無線リソースに、上りリンク制御情報を配置する。
【００５９】
　変調部ａ１４２は、データ／制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８から入力された各
上りキャリア要素の符号化ビットのそれぞれを、４相位相偏移変調（Ｑｕａｄｒａｔｕｒ
ｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ；ＱＰＳＫ）、１６値直交振幅変調（１６Ｑ
ｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ；１６ＱＡＭ）、６４
値直交振幅変調（６４Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏ
ｎ；６４ＱＡＭ）等のいずれかの変調方式であって予め移動局装置ａ１が基地局装置ｂ１
から通知された変調方式で変調し、変調シンボルの信号を生成する。
　変調部ａ１４２は、生成した各上りキャリア要素の信号を、離散フーリエ変換部ａ１４
３へ出力する。
【００６０】
　離散フーリエ変換部ａ１４３は、変調部ａ１４２から入力された各上りキャリア要素の
信号のそれぞれを、図４（Ａ）のように並列に並べ替える。離散フーリエ変換部ａ１４３
は、並列に並び換えた信号に離散フーリエ変換を行い、周波数領域の信号を生成する。離
散フーリエ変換部ａ１４３は、生成した各上りキャリア要素の信号を、多重部ａ１４５へ
出力する。
【００６１】
　上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４は、各上りキャリア要素の信号系列で
あって移動局装置ａ１と基地局装置ｂ１で既知の系列信号（上りリンクリファレンスシグ
ナル）を生成する。尚、この上りリンクリファレンスシグナルは、移動局装置ａ１を識別
する移動局ＩＤ及び基地局装置ｂ１を識別する基地局ＩＤに基づいて生成される。
　上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４は、生成した上りリンクリファレンス
シグナルを多重部ａ１４５へ出力する。
【００６２】
　多重部ａ１４５は、離散フーリエ変換部ａ１４３から入力された各上りキャリア要素の
信号と、上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４から入力された上りリンクリフ
ァレンスシグナルと、を、基地局装置ｂ１から割り当てられた上りリンク共用チャネルの
リソースエレメントに配置する（図４（Ｂ）参照）。多重部ａ１４５は、配置した各上り
キャリア要素の信号を、送信部ａ１４６に出力する。
　尚、多重部ａ１４５は、多重切替部ａ１４１５から符号化ビットを変調した信号が入力
された場合、この信号を、上りリンク制御チャネルに配置する。
【００６３】
　送信部ａ１４６は、多重部ａ１４５から入力された周波数領域の信号に対し、逆高速フ
ーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ；ＩＦＦ
Ｔ）を行って、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭシンボルを生成する。尚、ＤＦＴ－Ｓｐ
ｒｅａｄ　ＯＦＤＭシンボルは、時間領域の信号にフーリエ変換を行った（本実施形態で
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は、離散フーリエ変換部ａ１４３が行う）周波数領域の信号を、別の周波数に配置（本実
施形態では、多重部ａ１４５が行う）し、逆フーリエ変換を行う（本実施形態では、送信
部ａ１４６が行う）ことで生成したＯＦＤＭシンボルである。
　送信部ａ１４６は、生成したＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭシンボルに対して、ガー
ドインターバル（Ｇｕａｒｄ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ；ＧＩ）を付加し、ベースバンドのディ
ジタル信号を生成する。送信部ａ１４６は、生成したディジタル信号をアナログ信号に変
換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分及び直交成分を生成し、中間周波数帯域に
対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコ
ンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、各送信アンテナに出力して送信
する。
【００６４】
＜基地局装置ｂ１の構成について＞
　図７は、本実施形態に係る基地局装置ｂ１の構成を示す概略ブロック図である。図示す
るように、基地局装置ｂ１は、上位層処理部ｂ１１、制御部ｂ１２、受信処理部ｂ１３、
複数の受信アンテナ、送信処理部ｂ１４、及び、複数の送信アンテナ、を含んで構成され
る。また、上位層処理部ｂ１１は、無線リソース制御部ｂ１１１を含んで構成される。尚
、図７では、受信アンテナと送信アンテナとを別の構成としたが、信号の入出力を切り替
える作用のあるサイリスタなどを用いてアンテナを共有するようにしてもよい。
【００６５】
　上位層処理部ｂ１１は、上りキャリア要素毎のデータ情報を、送信処理部ｂ１４に出力
する。また、上位層処理部ｂ１１は、パケットデータ統合プロトコル層、無線リンク制御
層、無線リソース制御層の処理を行う。上位層の無線リソース制御部は、各移動局装置の
各種設定情報、通信状態、及び、バッファ状況の管理などを行っている。
　上記の処理において、上位層処理部ｂ１１が備える無線リソース制御部ｂ１１１は、上
りキャリア要素を複数選択し、選択した各上りキャリア要素内の無線リソースを上りリン
ク制御情報又はデータ情報を配置する無線リソースとして移動局装置ａ１に割り当てる。
無線リソース制御部ｂ１１１は、当該割り当てを示す上り共用チャネル割当情報を下りリ
ンク制御情報として、送信処理部ｂ１４を介して、移動局装置ａ１に送信する。
【００６６】
　また、無線リソース制御部ｂ１１１は、移動局装置ａ１各々の各種設定情報、通信状態
、及び、バッファ状況の管理などを行う。また、無線リソース制御部ｂ１１１は、各下り
キャリア要素の各チャネルに配置する情報を生成、又はネットワークから取得し、下りキ
ャリア要素毎に送信処理部ｂ１４に出力する。例えば、無線リソース制御部ｂ１１１は、
ＨＡＲＱ処理の結果に応じて上りリンク共用チャネルのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を生成し、生成したＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信処理部ｂ１４に出力する。また、例えば、無
線リソース制御部ｂ１１１は、下りリンク制御情報を生成し、送信処理部ｂ１４に出力す
る。
【００６７】
　また、無線リソース制御部ｂ１１１は、移動局装置ａ１から上りリンク制御チャネル、
又は、上りリンク共用チャネルで通知された上りリンク制御情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チ
ャネル品質情報、スケジューリング要求、及び移動局装置ａ１のバッファの状況）に基づ
き、受信処理部ｂ１３及び送信処理部ｂ１４の制御を行うために制御情報を生成し、制御
部ｂ１２に出力する。例えば、無線リソース制御部ｂ１１１は、移動局装置ａ１各々につ
いて、上りリンク共用チャネルを割り当てた上りキャリア要素を示す共用チャネル割当情
報を、制御部ｂ１２に出力する。また、例えば、無線リソース制御部ｂ１１１は、上りリ
ンク共有チャネルの信号を抽出する場合、図４に示したマッピングの逆のデマッピングを
行うことを示すデマッピング情報を記憶部（図示せず）から読み出し、制御部ｂ１２に出
力する。尚、このデマッピング情報は、基地局装置ｂ１の製造時、ソフトウェアの更新時
、又は、オペレータの操作による更新時に、予め記憶してもよいし、移動局装置ａ１から
通知された場合に予め記憶してもよい。
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【００６８】
　制御部ｂ１２は、上位層処理部ｂ１１からの制御情報に基づいて、受信処理部ｂ１３及
び送信処理部ｂ１４の制御を行う制御信号を生成する。尚、共用チャネル割当情報に基づ
いて生成された共用チャネル割当情報信号は、移動局装置ａ１に上りリンク共用チャネル
を割り当てた上りキャリア要素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）の１個或いは複数、又は、上り
リンク共用チャネルが割り当てられていないことを示す「９」のいずれかの値である。
【００６９】
　受信処理部ｂ１３は、制御部ｂ１２から入力された制御信号に従って、受信アンテナを
介して移動局装置ａ１から受信した受信信号を復調、復号する。受信処理部ｂ１３は、復
号した情報を上位層処理部ｂ１１に出力する。この復調処理において、受信処理部ｂ１３
は、上りリンク共用チャネルを複数割り当てた移動局装置ａ１から受信した受信信号から
、予め定められた配置規則に従って、上りリンク制御情報を抽出し、復調、復号を行う。
受信処理部ｂ１３の詳細については、後述する。
【００７０】
　送信処理部ｂ１４は、制御部ｂ１２からの制御信号に従って、下りリンクリファレンス
シグナルを生成する。また、送信処理部ｂ１４は、上位層処理部ｂ１１から入力されたデ
ータ情報、下りリンク制御情報（例えば、上り共用チャネル割当情報、各下りキャリア要
素内の下りリンク共用チャネルの無線リソースの割り当てを示す下り共用チャネル割当情
報）を符号化及び変調し、変調シンボルを生成する。
　送信処理部ｂ１４は、生成した変調シンボルを下りリンク共用チャネル及び下りリンク
制御チャネルに配置し、生成した下りリンクリファレンスシグナルと多重して、送信アン
テナを介して移動局装置ａ１に送信する。
【００７１】
＜受信処理部ｂ１３の構成について＞
　以下、受信処理部ｂ１３の詳細について説明をする。
　図８は、本実施形態に係る基地局装置ｂ１の受信処理部ｂ１３の構成を示す概略ブロッ
ク図である。図示するように、受信処理部ｂ１３は、受信部ｂ１３１、多重分離部ｂ１３
２、伝搬路推定部ｂ１３３、伝搬路補償部ｂ１３４、逆離散フーリエ変換部ｂ１３５、復
調部ｂ１３６、及び復号化部ｂ１３７を含んで構成される。また、復号化部ｂ１３７は、
データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ１３７３、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱ
Ｉ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化
部ｂ１３７７を含んで構成される。尚、図８は、図２に示したように、３つの上りキャリ
ア要素を用いて、移動局装置ａ１と通信を行う場合を示す図である。また、受信処理部ｂ
１３の各部は、制御部ｂ１２から入力される制御信号に従って処理を行う。
【００７２】
　受信部ｂ１３１は、各受信アンテナを介して受信した各上りキャリア要素の信号を、中
間周波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切
に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分及び直交成分に基づい
て、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。受信部ｂ１
３１は、変換したディジタル信号からガードインターバルに相当する部分を除去する。受
信部ｂ１３１は、ガードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換を行い、
周波数領域の信号を抽出する。受信部ｂ１３１は、抽出した上りキャリア要素毎の信号を
多重分離部ｂ１３２に出力する。
【００７３】
　多重分離部ｂ１３２は、受信部ｂ１３１から入力された信号を、上りキャリア要素毎に
、上りリンク制御チャネル、上りリンク共用チャネル、及び上りリンクパイロットチャネ
ルに配置された信号に、それぞれ分離する。尚、この分離は、予め基地局装置ｂ１が決定
して各移動局装置ａ１に通知した無線リソースの割当情報に基づいて行われる。
　多重分離部ｂ１３２は、分離した上りリンク制御チャネル及び上りリンク共用チャネル
の信号を、伝搬路補償部ｂ１３４に出力する。また、多重分離部ｂ１３２は、分離した上
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りリンクパイロットチャネルに配置された信号（上りリンクリファレンスシグナル）を、
伝搬路推定部ｂ１３３に出力する。
【００７４】
　伝搬路推定部ｂ１３３は、多重分離部ｂ１３２から入力された各上りキャリア要素の上
りリンクリファレンスシグナルの系列から、上りリンク共用チャネルの伝搬路の推定値を
算出し、伝搬路の推定値を伝搬路補償部ｂ１３４に出力する。
　伝搬路補償部ｂ１３４は、伝搬路推定部ｂ１３３から入力された伝搬路の推定値を用い
て、多重分離部ｂ１３２から入力された各上りキャリア要素の上りリンク制御チャネル及
び上りリンク共用チャネルの信号に対して伝搬路の補償を行う。伝搬路補償部ｂ１３４は
、伝搬路の補償を行った信号を、逆離散フーリエ変換部ｂ１３５に出力する。
【００７５】
　逆離散フーリエ変換部ｂ１３５は、伝搬路補償部ｂ１３４から入力された各キャリア要
素の信号を、予め定められた周波数であって移動局装置ａ１の離散フーリエ変換部ａ１４
３が離散フーリエ変換を行った周波数に、配置する。逆離散フーリエ変換部ｂ１３５は、
配置を変更した信号に対して逆離散フーリエ変換し、上りリンク共用チャネルの信号を復
調部ｂ１３６へ出力する。
【００７６】
　復調部ｂ１３６は、逆離散フーリエ変換部ｂ１３５から入力された各上りキャリア要素
の信号それぞれに対して、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等のいずれかの変調方式で
あって予め基地局装置ｂ１が決定して各移動局装置ａ１に通知した変調方式で復調する。
復調部ｂ１３６は、復調した各上りキャリア要素の符号化ビットを直列に並べ替え、上り
キャリア要素に対応するデータ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ１３７３に出力する
。
【００７７】
　データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ１３７３は、それぞれ、上りキャリア要素
番号０～２の上りキャリア要素に対応し、対応する上りキャリア要素に配置された信号の
符号化ビットを分離する制御情報分離処理を行う。データ／制御情報多重分離部ｂ１３７
１～ｂ１３７３が持つ機能は同じであるので、その１つ（データ／制御情報多重分離部ｂ
１３７３）を代表して説明する。
【００７８】
　データ／制御情報多重分離部ｂ１３７３が行う制御情報分離処理について説明をする。
　データ／制御情報多重分離部ｂ１３７３は、共用チャネル割当情報信号が「９」である
場合、つまり、入力された情報を送信した移動局装置ａ１に対して上りリンク共用チャネ
ルを割り当てていないこと示すと判定した場合、上りリンク制御チャネルの符号化ビット
から上りリンク制御情報の符号化ビット（ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ符号化ビット、ＲＩ符号化ビット）を抽出する。尚、この場合、データ／制御情報多重
分離部ｂ１３７３は、上りリンク共有チャネルの符号化ビットは抽出しない。
【００７９】
　一方、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７３は、共用チャネル割当情報信号が１個の
上りキャリア要素番号「２」である場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共
用チャネルの符号化ビットを分離する。この場合は、基地局装置ｂ１が、データ／制御情
報多重分離部ｂ１３７３に入力された情報を送信した移動局装置ａ１に対して、上りキャ
リア要素番号「２」の上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルを１個だけ割り当てた
場合である。尚、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１、ｂ１３７２については、それ
ぞれ、共用チャネル割当情報信号が１個の上りキャリア要素番号「０」、「１」である場
合に上記の符号化ビットの分離処理を行う。
【００８０】
　また、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７３は、共用チャネル割当情報信号が複数個
の上りキャリア要素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、予め定められた配置規則であ
って移動局装置ａ１が用いた配置規則と同じ配置規則に従って、以下のように符号化ビッ
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トの分離処理を行う。尚、この場合は、基地局装置ｂ１が、データ／制御情報多重分離部
ｂ１３７３に入力された情報を送信した移動局装置ａ１に対して、複数個の上りキャリア
要素番号の上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルを割り当てた場合である。
　まず、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、最も大きい値の上りキャリア要素番号ｎを選択する。データ／
制御情報多重分離部ｂ１３７３は、選択した上りキャリア要素番号ｎが「２」であるか否
かを判定する。「２」であると判定した場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリン
ク共用チャネルの符号化ビットを分離する。すなわち、データ／制御情報多重分離部ｂ１
３７３は、無線リソースが割り当てられた複数の上りキャリア要素から予め定めた規則に
従って上りキャリア要素を選択し、選択した上りキャリア要素内の無線リソースに配置さ
れた上りリンク制御情報を抽出する。尚、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７２につい
ては、選択した上りキャリア要素番号ｎが「１」である場合、図４（Ａ）の割り当てに従
って、上りリンク共用チャネルの符号化ビットを分離する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ１３７３は、以上の制御情報分離処理により分離したデ
ータ符号化ビット、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビット、及び
ＲＩ符号化ビットを、それぞれ、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ
１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７に出力す
る。
【００８１】
　ターボ復号化部ｂ１３７４は、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ１３７３か
ら入力された各上りキャリア要素のデータ符号化ビットに対して、ターボ復号による誤り
訂正復号をし、復号したデータを上位層処理部ｂ１１に出力する。尚、ターボ復号化部ｂ
１３７４は、移動局装置ａ１において、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩの符号化ビットに置き
換えられたデータ符号化ビットは、ビットの値が０か１かの確率が同じだとして誤り訂正
復号をする。
【００８２】
　ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５は、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ１
３７３から入力されたＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビットに対して、誤り訂正復号をし、上位層
処理部ｂ１１に出力する。
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６は、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ
１３７３から入力されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビットに対して、誤り訂正復号をし、上
位層処理部ｂ１１に出力する。
　ＲＩ復号化部ｂ１３７７は、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ１３７３から
入力されたＲＩ符号化ビットに対して、誤り訂正復号をし、上位層処理部ｂ１１に出力す
る。
　ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、ＲＩ復号
化部ｂ１３７７は、共用チャネル割当情報信号が「９」である場合、つまり、移動局装置
ａ１に対して上りリンク共用チャネルを割り当てていないことを示すと判定した場合と、
共用チャネル割当情報信号が１個、又は複数個の上りキャリア要素番号ｎ（ｎ＝０、１、
２）である場合、つまり、移動局装置ａ１に対して１個、又は複数個の上りリンク共用チ
ャネルを割り当てていることを示すと判定した場合とで、誤り訂正復号化の切り替え処理
を行なう。つまり、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１
３７６、ＲＩ復号化部ｂ１３７７は、符号化ビットが上りリンク制御チャネル、又は上り
リンク共用チャネルで送信されたかで異なる誤り訂正復号化を行なう。
【００８３】
＜無線通信システムの動作について＞
　以下、無線通信システムの動作について説明をする。
　図９は、本実施形態に係る無線通信システムの動作の一例を示すフロー図である。
【００８４】
（ステップＳ１００）基地局装置ｂ１は、基地局装置ｂ１が通信に用いる全ての下りキャ
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リア要素の全周波数帯域に分散させて、移動局装置ａ１が既知である下りリンクリファレ
ンスシグナルを送信する。次に、ステップＳ１０１に進む。
（ステップＳ１０１）基地局装置ｂ１は、下りリンク共用チャネルを用いて移動局装置ａ
１にデータ情報を送信する。次に、ステップＳ１０２に進む。
（ステップＳ１０２）基地局装置ｂ１は、上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルを
移動局装置ａ１に割り当て、当該割り当てを示す上り共用チャネル割当情報を生成する。
基地局装置ｂ１は、生成した上り共用チャネル割当情報を下りリンク制御チャネルを用い
て送信する。次に、ステップＳ１０３に進む。
【００８５】
（ステップＳ１０３）移動局装置ａ１、ステップＳ１００で送信された下りリンクリファ
レンスシグナルを受信し、受信した下りリンクリファレンスシグナルに基づいて、チャネ
ル品質情報を生成する。次に、ステップＳ１０４に進む。
（ステップＳ１０４）移動局装置ａ１は、ステップＳ１０１で基地局装置ｂ１が送信した
下りリンク共用チャネルのデータを受信し、受信したデータ情報に対するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを生成する。次に、ステップS１０５に進む。
【００８６】
（ステップＳ１０５）移動局装置ａ１は、ステップＳ１０２で送信された上り共用チャネ
ル割当情報を受信し、受信した上り共用チャネル割当情報に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
、チャネル品質情報を送信する上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルを選択する。
本実施形態では、移動局装置ａ１は、上記のように、割り当てられた上りリンク共用チャ
ネルのうち、周波数が最も高い上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルを選択する。
次に、ステップＳ１０６に進む。
【００８７】
（ステップＳ１０６）移動局装置ａ１は、データ情報、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質
情報を符号化、及び、変調し、基地局装置に割り当てられた上りキャリア要素の無線リソ
ースに多重する。次に、ステップＳ１０７に進む。
（ステップＳ１０７）移動局装置ａ１は、上りリンク共用チャネルが割り当てられている
場合、データ情報、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質情報を上りリンク共用チャネルで送
信する。次に、ステップＳ１０８に進む。
（ステップＳ１０８）基地局装置ｂ１は、ステップＳ１０２で移動局装置ａ１に割り当て
た上りリンクのキャリア要素の上りリンク共用チャネルに配置された信号を受信する。次
に、ステップＳ１０９に進む。
（ステップＳ１０９）基地局装置ｂ１は、ステップＳ１０８で受信した上りリンク共用チ
ャネルを復調する。次に、Ｓ１１０に進む。
【００８８】
（ステップＳ１１０）基地局装置ｂ１は、ステップＳ１０２で生成した上り共用チャネル
割当情報に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質情報が配置された上りキャリア要
素の上りリンク共用チャネルを選択する。本実施形態では、基地局装置ｂ１は、上記のよ
うに、割り当てられた上りリンク共用チャネルのうち、周波数が最も高い上りキャリア要
素の上りリンク共用チャネルを選択する。次に、ステップＳ１１１に進む。
【００８９】
（ステップＳ１１１）基地局装置ｂ１は、ステップＳ１１０で選択した上りキャリア要素
の上りリンク共用チャネルからデータ情報、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質情報を分離
する。次に、ステップＳ１１２に進む。
（ステップＳ１１２）基地局装置ｂ１は、ステップＳ１１１で分離したデータ情報、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ、チャネル品質情報を復調、及び、復号する。ステップＳ１１２の後、基地
局装置ｂ１と移動局装置ａ１は、上りリンク共用チャネルの送信に関する処理を終了する
。
【００９０】
＜上りリンク共用チャネルの構成＞
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　図１０は、本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。図
１０において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域を示す。また、図１０は、１個のサブ
フレームにおける上りリンク共用チャネルの構成を示す。図１０は、図２に示した周波数
帯域集約を用いた通信を行うときに、基地局装置ｂ１が、ある移動局装置ａ１に対して、
ＵＣＣ－０とＵＣＣ－２に上りリンク共用チャネルを割り当てた場合の図である。
【００９１】
　図１０において、ＵＣＣ－０、ＵＣＣ－２には、それぞれ、符号Ｕ１０１を付した上り
リンク共有チャネルのシンボルＵ１０１、符号Ｕ１２１を付した上りリンク共有チャネル
のシンボルＵ１２１が配置されている。
　シンボルＵ１０１、Ｕ１２１において、右斜線でハッチングされた領域は上りリンク共
有チャネルに配置されたシンボルを示し、点でハッチングされた領域は上りリンクリファ
レンスシグナルを示す。このシンボルＵ１０１、Ｕ１２１は、図４（Ｂ）のシンボルであ
る。
【００９２】
　符号Ｕ１０２を付したシンボルＵ１０２、符号Ｕ１２２を付したシンボルＵ１２２は、
それぞれ、シンボルＵ１０１、Ｕ１２１から上りリンクリファレンスシグナルを除いた上
りリンク共有チャネルのシンボルを示す。
【００９３】
　符号Ｕ１０３を付したシンボルＵ１０３、符号Ｕ１２３を付したシンボルＵ１２３は、
それぞれ、シンボルＵ１０２、Ｕ１２２に対して逆離散フーリエ変換を行って生成したシ
ンボルを示す。
　シンボルＵ１０３において、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボ
ルを示す。シンボルＵ１２３において、斜めの格子状の線でハッチングされた領域は、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを示し、左斜線でハッチングした領域をＲＩの変調シンボ
ルを示す。また、シンボルＵ１２３において、左斜線でハッチングされた領域は、ＣＱＩ
又はＰＭＩの変調シンボルを示し、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シ
ンボルを示す。
【００９４】
　図１０は、ＵＣＣ－０とＵＣＣ－２に上りリンク共用チャネルを割り当てた場合、周波
数が最も高い上りキャリア要素であるＵＣＣ－２の上りリンク共用チャネルに、上りリン
ク制御情報（ＣＱＩ／ＰＭＩ、ＲＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）が配置されていることを示す。
【００９５】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、基地局装置ｂ１が複数の上り
キャリア要素内の無線リソースを割り当て、移動局装置ａ１が予め定めた規則に従って選
択した上りキャリア要素内の無線リソースに上りリンク制御情報を配置して送信し、基地
局装置ｂ１が予め定めた規則に従って選択した上りキャリア要素内の無線リソースに配置
された上りリンク制御情報を抽出する。これにより、無線通信システムは、複数の上りキ
ャリア要素内の無線リソースを割り当て、割り当てられた無線リソースに配置した上りリ
ンク制御情報とデータ情報とを確実に通信することができる。
　また、上記実施形態において、無線通信システムは、移動局装置ａ１と基地局装置ｂ１
とが予め定めた規則に従って１個の上りキャリア要素を選択するので、選択した１個の上
りキャリア要素でのみ信号の多重又は分離を行い、他の上りキャリア要素では信号の多重
及び分離を行わずにデータ情報を抽出することができ、複数の上りキャリア要素の上りリ
ンク共用チャネルに上りリンク制御情報を配置する場合と比較して処理負荷を軽減するこ
とができる。
　また、上記実施形態において、無線通信システムは、基地局装置ｂ１が上りリンク制御
情報を上りリンク共用チャネルに配置するので、上りリンク制御チャネルで上りリンク制
御情報を送信する場合と比較して、送信電力を抑圧することができる。
【００９６】
（第２の実施形態）
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　以下、図面を参照しながら本発明の第２の実施形態について詳しく説明する。
　上記第１の実施形態では、無線通信システムは、上りリンク共用チャネルを割り当てた
上りキャリア要素のうち、１個の上りキャリア要素を選択する場合について説明をした。
本実施形態では、無線通信システムが、上りリンク共用チャネルを割り当てた上りキャリ
ア要素のうち、複数（Ｍ個）の上りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置す
る上りキャリア要素として選択する場合について説明をする。
　本実施形態に係る無線通信システムと第１の実施形態に係る無線通信システムとを比較
すると、移動局装置の送信処理部及び基地局装置の受信処理部が異なる。しかし、他の構
成要素が持つ構成及び機能は、第１の実施形態と同じであるので、第１の実施形態と同じ
機能についての説明は省略する。以下、本実施形態に係る移動局装置を移動局装置ａ２と
いい、基地局装置を基地局装置ｂ２という。
【００９７】
＜送信処理部ａ２４の構成について＞
　図１１は、この発明の第２の実施形態に係る移動局装置ａ２の送信処理部ａ２４の構成
を示す概略ブロック図である。本実施形態に係る送信処理部ａ２４（図１１）と第１の実
施形態に係る送信処理部ａ１４（図６）とを比較すると、多重切替部ａ２４１５が異なる
。しかし、他の構成要素（ターボ符号化部ａ１４１１、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１
２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３、ＲＩ符号化部ａ１４１４、データ/制御情報
多重部ａ１４１６～ａ１４１８、変調部ａ１４２、離散フーリエ変換部ａ１４３、多重部
ａ１４５、上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４、及び、送信部ａ１４５）が
持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
【００９８】
　以下、多重切替部ａ２４１５が行う制御情報配置切り替え処理について説明をする。
　多重切替部ａ２４１５は、共用チャネル割当情報信号が「９」である場合、符号化ビッ
トの出力先を多重部ａ１４５に決定する。
　一方、多重切替部ａ２４１５は、共用チャネル割当情報信号が１個の上りキャリア要素
番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、符号化ビットの出力先を、当該上りリンク共用チ
ャネルが割り当てられた上りキャリア要素に対応するデータ/制御情報多重部ａ１４１６
～ａ１４１８に決定する。
　また、多重切替部ａ２４１５は、共用チャネル割当情報信号が複数個の上りキャリア要
素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、つまり、自装置に対する上りリンク共用チャネ
ルが割り当てられた上りキャリア要素が複数個であると判定した場合、符号化ビットの出
力先を、予め定められた配置規則に従って、以下のように決定する。
【００９９】
　本実施形態では、まず、多重切替部ａ２４１５は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、最も大きい値の上りキャリア要素番号ｎから値の小さくなる方
へ順番に、予め定められた個数（Ｍ個とする）の上りキャリア要素番号ｎを選択する。多
重切替部ａ２４１５は、選択したＭ個の上りキャリア要素番号ｎの上りキャリア要素に対
応するデータ/制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８に、符号化ビットの出力先を決定
する。つまり、多重切替部ａ２４１５は、周波数が最も高い上りキャリア要素から周波数
が低くなる方へ順番にＭ個の上りキャリア要素に対応するデータ/制御情報多重部ａ１４
１６～ａ１４１８に符号化ビットの出力先を決定する。すなわち、多重切替部ａ２４１５
は、複数の上りキャリア要素を選択する。
　多重切替部ａ２４１５は、以上の制御情報配置切り替え処理により決定した出力先に、
符号化ビットを出力する。
【０１００】
＜受信処理部ｂ２３の構成について＞
　図１２は、本実施形態に係る基地局装置ｂ２の受信処理部ｂ２３の構成を示す概略ブロ
ック図である。本実施形態に係る受信処理部ｂ２３（図１２）と第１の実施形態に係る受
信処理部ｂ１３（図８）とを比較すると、データ／制御情報多重分離部ｂ２３７１～ｂ２
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３７３が異なる。しかし、他の構成要素（受信部ｂ１３１、多重分離部ｂ１３２、伝搬路
推定部ｂ１３３、伝搬路補償部ｂ１３４、逆離散フーリエ変換部ｂ１３５、復調部ｂ１３
６、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７）が持つ機能は第１の実施形態と同じ
である。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ２３７１～ｂ２３７３は、それぞれ、上りキャリア要素
番号０～２の上りキャリア要素に対応し、対応する上りキャリア要素に配置された信号の
符号化ビットを分離する制御情報分離処理を行う。データ／制御情報多重分離部ｂ２３７
１～ｂ２３７３が持つ機能は同じであるので、その１つ（データ／制御情報多重分離部ｂ
２３７３）を代表して説明する。
【０１０１】
　以下、データ／制御情報多重分離部ｂ２３７３が行う制御情報分離処理について説明を
する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ２３７３は、共用チャネル割当情報信号が「９」である
場合、上りリンク制御チャネルの符号化ビットから上りリンク制御情報の符号化ビットを
抽出する。
　一方、データ／制御情報多重分離部ｂ２３７３は、共用チャネル割当情報信号が１個の
上りキャリア要素番号「２」である場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共
用チャネルの符号化ビットを分離する。
【０１０２】
　また、データ／制御情報多重分離部ｂ２３７３は、共用チャネル割当情報信号が複数個
の上りキャリア要素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、予め定められた配置規則であ
って移動局装置ａ２が用いた配置規則と同じ配置規則に従って、以下のように符号化ビッ
トの分離処理を行う。
　まず、データ／制御情報多重分離部ｂ２３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、最も大きい値の上りキャリア要素番号ｎから値の小さくなる方
へ順番に、予め定められたＭ個の上りキャリア要素番号ｎを選択する。データ／制御情報
多重分離部ｂ２３７３は、選択した上りキャリア要素番号ｎが「２」であるか否かを判定
する。「２」であると判定した場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共用チ
ャネルの符号化ビットを分離する。すなわち、データ／制御情報多重分離部ｂ２３７３は
、複数のキャリア要素を選択する。尚、データ／制御情報多重分離部ｂ２３７１、ｂ２３
７２については、それぞれ、選択した上りキャリア要素番号ｎが「０」、「１」である場
合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共用チャネルの符号化ビットを分離する
。
　データ／制御情報多重分離部ｂ２３７３は、以上の制御情報分離処理により分離したデ
ータ符号化ビット、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビット、及び
ＲＩ符号化ビットを、それぞれ、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ
１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７に出力す
る。
【０１０３】
＜上りリンク共用チャネルの構成＞
　図１３は、本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。図
１３において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域を示す。また、図１３は、１個のサブ
フレームにおける上りリンク共用チャネルの構成を示す。図１３は、図２に示した周波数
帯域集約を用いた通信を行うときに、基地局装置ｂ２が、ある移動局装置ａ２に対して、
ＵＣＣ－０とＵＣＣ－２に上りリンク共用チャネルを割り当て、予め定めた個数ＭがＭ＝
２個の場合の図である。
　この場合、移動局装置ａ２の多重切替部ａ２４１５、及び基地局装置ｂ２のデータ／制
御情報多重分離部ｂ２３７１～ｂ２３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキャリア
要素番号「０」、「２」を選択する。
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【０１０４】
　図１３において、ＵＣＣ－０、ＵＣＣ－２には、それぞれ、符号Ｕ２０１を付した上り
リンク共有チャネルのシンボルＵ２０１、符号Ｕ２２１を付した上りリンク共有チャネル
のシンボルＵ２２１が配置されている。
　シンボルＵ２０１、Ｕ２２１において、右斜線でハッチングされた領域は上りリンク共
有チャネルに配置されたシンボルを示し、点でハッチングされた領域は上りリンクリファ
レンスシグナルを示す。このシンボルＵ２０１、Ｕ２２１は、図４（Ｂ）のシンボルであ
る。
【０１０５】
　符号Ｕ２０２を付したシンボルＵ２０２、符号Ｕ２２２を付したシンボルＵ２２２は、
それぞれ、シンボルＵ２０１、Ｕ２２１から上りリンクリファレンスシグナルを除いた上
りリンク共有チャネルのシンボルを示す。
【０１０６】
　符号Ｕ２０３を付したシンボルＵ２０３、符号Ｕ２２３を付したシンボルＵ２２３は、
それぞれ、シンボルＵ２０２、Ｕ２２２に対して逆離散フーリエ変換を行って生成したシ
ンボルを示す。
　シンボルＵ２０３、Ｕ２２３において、斜めの格子状の線でハッチングされた領域は、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを示す。また、シンボルＵ２０３、Ｕ２２３において、
ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボルを示す。
【０１０７】
　また、図１３において、Ｕ２０３のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは、ＤＣＣ－０と
ＤＣＣ－１の下りリンク共用チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルである。
また、図１３において、Ｕ２２３のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは、ＤＣＣ－２の下
りリンク共用チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルである。このように、こ
の上りリンク共用チャネルの上りキャリア要素各々に配置する下りキャリア要素のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの種類を、予め定めてもよい。また、複数の上りリンク共用チャネルの上りキ
ャリア要素に、分散してＡＣＫ／ＮＡＣＫを配置してもよい。
【０１０８】
　図１４は、本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の別の一例を示す図である
。図１４において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域を示す。また、図１４は、１個の
サブフレームにおける上りリンク共用チャネルの構成を示す。図１４は、図２に示した周
波数帯域集約を用いた通信を行うときに、基地局装置ｂ２が、ある移動局装置ａ２に対し
て、ＵＣＣ－０、ＵＣＣ－１、及びＵＣＣ－２に上りリンク共用チャネルを割り当て、予
め定めた個数ＭがＭ＝２個の場合の図である。
　この場合、移動局装置ａ２の多重切替部ａ２４１５、及び基地局装置ｂ２のデータ／制
御情報多重分離部ｂ２３７１～ｂ２３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキャリア
要素番号「０」、「１」「２」のうち、値が大きい順（周波数が高い順）に上りキャリア
要素番号「２」、「１」を選択する。
【０１０９】
　図１４において、ＵＣＣ－０、ＵＣＣ－１、ＵＣＣ－２には、それぞれ、符号Ｕ３０１
を付した上りリンク共有チャネルのシンボルＵ３０１、符号Ｕ３１１を付した上りリンク
共有チャネルのシンボルＵ３１１、符号Ｕ３２１を付した上りリンク共有チャネルのシン
ボルＵ３２１が配置されている。
　シンボルＵ３０１、Ｕ３１１、Ｕ３２１において、右斜線でハッチングされた領域は上
りリンク共有チャネルに配置されたシンボルを示し、点でハッチングされた領域は上りリ
ンクリファレンスシグナルを示す。このシンボルＵ３０１、Ｕ３１１、Ｕ３２１は、図４
（Ｂ）のシンボルである。
【０１１０】
　符号Ｕ３０２を付したシンボルＵ３０２、符号Ｕ３１２を付したシンボルＵ３１２、及
び符号Ｕ３２２を付したシンボルＵ３２２は、それぞれ、シンボルＵ３０１、Ｕ３１１、
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Ｕ３２１から上りリンクリファレンスシグナルを除いた上りリンク共有チャネルのシンボ
ルを示す。
【０１１１】
　符号Ｕ３０３を付したシンボルＵ３０３、符号Ｕ３１３を付したシンボルＵ３１３、符
号Ｕ３２３を付したシンボルＵ３２３は、それぞれ、シンボルＵ３０２、Ｕ３１２、Ｕ３
２２に対して逆離散フーリエ変換を行って生成したシンボルを示す。
　シンボルＵ３０３において、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボ
ルを示す。また、シンボルＵ３１３、Ｕ３２３において、斜めの格子状の線でハッチング
された領域は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを示す。また、シンボルＵ３１３、Ｕ３
２３において、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボルを示す。
【０１１２】
　また、図１４において、Ｕ３１３のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは、ＤＣＣ－０と
ＤＣＣ－１の下りリンク共用チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルである。
また、図１３において、Ｕ３２３のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは、ＤＣＣ－２の下
りリンク共用チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルである。
【０１１３】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、移動局装置ａ２が選択した複
数の上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルに上りリンク制御情報を配置して送信す
るので、１個の上りリンク共用チャネルに上りリンク制御情報が集中することで、この上
りリンク共用チャネルの符号化率が高くなり特性が悪くなることを回避することができる
。
【０１１４】
（第３の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第３の実施形態について詳しく説明する。
　上記第１の実施形態では、無線通信システムは、上りリンク共用チャネルを割り当てた
上りキャリア要素のうち、周波数が最も高い上りキャリア要素を選択する場合について説
明をした。本実施形態では、無線通信システムが、上りリンク共用チャネルを割り当てた
上りキャリア要素のうち、上りリンク共用チャネルの無線リソースの量が最も多い上りキ
ャリア要素を選択する場合について説明をする。
　本実施形態に係る無線通信システムと第１の実施形態に係る無線通信システムとを比較
すると、移動局装置の送信処理部及び基地局装置の受信処理部が異なる。しかし、他の構
成要素が持つ構成及び機能は、第１の実施形態と同じであるので、第１の実施形態と同じ
機能についての説明は省略する。以下、本実施形態に係る移動局装置を移動局装置ａ３と
いい、基地局装置を基地局装置ｂ３という。
【０１１５】
＜送信処理部ａ３４の構成について＞
　図１５は、この発明の第３の実施形態に係る移動局装置ａ３の送信処理部ａ３４の構成
を示す概略ブロック図である。本実施形態に係る送信処理部ａ３４（図１５）と第１の実
施形態に係る送信処理部ａ１４（図６）とを比較すると、多重切替部ａ３４１５が異なる
。しかし、他の構成要素（ターボ符号化部ａ１４１１、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１
２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３、ＲＩ符号化部ａ１４１４、データ/制御情報
多重部ａ１４１６～ａ１４１８、変調部ａ１４２、離散フーリエ変換部ａ１４３、多重部
ａ１４５、上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４、及び、送信部ａ１４５）が
持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１１６】
　以下、多重切替部ａ３４１５が行う制御情報配置切り替え処理について説明をする。
　多重切替部ａ３４１５は、共用チャネル割当情報信号が「９」である場合、符号化ビッ
トの出力先を多重部ａ１４５に決定する。
　一方、多重切替部ａ３４１５は、共用チャネル割当情報信号が１個の上りキャリア要素
番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、符号化ビットの出力先を、当該上りリンク共用チ
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ャネルが割り当てられた上りキャリア要素に対応するデータ/制御情報多重部ａ１４１６
～ａ１４１８に決定する。
　また、多重切替部ａ３４１５は、共用チャネル割当情報信号が複数個の上りキャリア要
素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、つまり、自装置に対する上りリンク共用チャネ
ルが割り当てられた上りキャリア要素が複数個であると判定した場合、符号化ビットの出
力先を、予め定められた配置規則に従って、以下のように決定する。
【０１１７】
　本実施形態では、まず、多重切替部ａ３４１５は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、割り当てられた上りリンク共用チャネルの無線リソースの量が
最も多い上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎを選択する。具体的に、多重切替部
ａ３４１５は、割り当てられた各上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルの物理リソ
ースブロックペアの数を算出し、算出した数が最も多い上りキャリア要素の上りキャリア
要素番号ｎを選択する。すなわち、多重切替部ａ３４１５は、無線リソースが割り当てら
れた複数の上りキャリア要素のうち、上りキャリア要素内に割り当てられた上りリンク共
用チャネルの無線リソースの量が最も多い上りキャリア要素を選択する。多重切替部ａ３
４１５は、選択した上りキャリア要素番号ｎの上りキャリア要素に対応するデータ/制御
情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８に、符号化ビットの出力先を決定する。
　多重切替部ａ３４１５は、以上の制御情報配置切り替え処理により決定した出力先に、
符号化ビットを出力する。
【０１１８】
＜受信処理部ｂ３３の構成について＞
　図１６は、本実施形態に係る基地局装置ｂ３の受信処理部ｂ３３の構成を示す概略ブロ
ック図である。本実施形態に係る受信処理部ｂ３３（図１６）と第１の実施形態に係る受
信処理部ｂ１３（図８）とを比較すると、データ／制御情報多重分離部ｂ３３７１～ｂ３
３７３が異なる。しかし、他の構成要素（受信部ｂ１３１、多重分離部ｂ１３２、伝搬路
推定部ｂ１３３、伝搬路補償部ｂ１３４、逆離散フーリエ変換部ｂ１３５、復調部ｂ１３
６、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７）が持つ機能は第１の実施形態と同じ
である。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ３３７１～ｂ３３７３は、それぞれ、上りキャリア要素
番号０～２の上りキャリア要素に対応し、対応する上りキャリア要素に配置された信号の
符号化ビットを分離する制御情報分離処理を行う。データ／制御情報多重分離部ｂ３３７
１～ｂ３３７３が持つ機能は同じであるので、その１つ（データ／制御情報多重分離部ｂ
３３７３）を代表して説明する。
【０１１９】
　以下、データ／制御情報多重分離部ｂ３３７３が行う制御情報分離処理について説明を
する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ３３７３は、共用チャネル割当情報信号が「９」である
場合、上りリンク制御チャネルの符号化ビットから上りリンク制御情報の符号化ビットを
抽出する。
　一方、データ／制御情報多重分離部ｂ３３７３は、共用チャネル割当情報信号が１個の
上りキャリア要素番号「２」である場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共
用チャネルの符号化ビットを分離する。
【０１２０】
　また、データ／制御情報多重分離部ｂ３３７３は、共用チャネル割当情報信号が複数個
の上りキャリア要素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、予め定められた配置規則であ
って移動局装置ａ３が用いた配置規則と同じ配置規則に従って、以下のように符号化ビッ
トの分離処理を行う。
　まず、データ／制御情報多重分離部ｂ３３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、割り当てられた上りリンク共用チャネルの無線リソースの量が
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最も多い上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎを選択する。データ／制御情報多重
分離部ｂ３３７３は、選択した上りキャリア要素番号ｎが「２」であるか否かを判定する
。「２」であると判定した場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共用チャネ
ルの符号化ビットを分離する。すなわち、データ／制御情報多重分離部ｂ３３７３は、無
線リソースが割り当てられた複数の上りキャリア要素のうち、上りキャリア要素内に割り
当てられた上りリンク共用チャネルの無線リソースの量が最も多い上りキャリア要素を選
択する。尚、データ／制御情報多重分離部ｂ３３７１、ｂ３３７２については、それぞれ
、選択した上りキャリア要素番号ｎが「０」、「１」である場合、図４（Ａ）の割り当て
に従って、上りリンク共用チャネルの符号化ビットを分離する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ３３７３は、以上の制御情報分離処理により分離したデ
ータ符号化ビット、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビット、及び
ＲＩ符号化ビットを、それぞれ、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ
１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７に出力す
る。
【０１２１】
＜上りリンク共用チャネルの構成＞
　図１７は、本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。図
１７において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域を示す。また、図１７は、１個のサブ
フレームにおける上りリンク共用チャネルの構成を示す。図１７は、図２に示した周波数
帯域集約を用いた通信を行うときに、基地局装置ｂ３が、ある移動局装置ａ３に対して、
ＵＣＣ－０とＵＣＣ－２に上りリンク共用チャネルを割り当てた場合の図である。
【０１２２】
　また、図１７は、ＵＣＣ－０の上りリンク共用チャネルに割り当てられた物理リソース
ペアの数（例えば、５０個）は、ＵＣＣ－２の上りリンク共用チャネルに割り当てられた
物理リソースペアの数（例えば、３０個）より多い場合を示す。
　この場合、移動局装置ａ３の多重切替部ａ３４１５、及び基地局装置ｂ３のデータ／制
御情報多重分離部ｂ３３７１～ｂ３３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキャリア
要素番号「０」を選択する。
【０１２３】
　図１７において、ＵＣＣ－０、ＵＣＣ－２には、それぞれ、符号Ｕ４０１を付した上り
リンク共有チャネルのシンボルＵ４０１、符号Ｕ４２１を付した上りリンク共有チャネル
のシンボルＵ４２１が配置されている。
　シンボルＵ４０１、Ｕ４２１において、右斜線でハッチングされた領域は上りリンク共
有チャネルに配置されたシンボルを示し、点でハッチングされた領域は上りリンクリファ
レンスシグナルを示す。このシンボルＵ４０１、Ｕ４２１は、図４（Ｂ）のシンボルであ
る。
【０１２４】
　符号Ｕ４０２を付したシンボルＵ４０２、符号Ｕ４２２を付したシンボルＵ４２２は、
それぞれ、シンボルＵ４０１、Ｕ４２１から上りリンクリファレンスシグナルを除いた上
りリンク共有チャネルのシンボルを示す。
【０１２５】
　符号Ｕ４０３を付したシンボルＵ４０３、符号Ｕ４２３を付したシンボルＵ４２３は、
それぞれ、シンボルＵ４０２、Ｕ４２２に対して逆離散フーリエ変換を行って生成したシ
ンボルを示す。
　シンボルＵ４０３において、斜めの格子状の線でハッチングされた領域は、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの変調シンボルを示す。また、シンボルＵ４０３において、左斜線でハッチングさ
れた領域は、ＣＱＩ又はＰＭＩの変調シンボルを示し、ハッチングされていない領域は、
データ情報の変調シンボルを示す。
　シンボルＵ４２３において、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボ
ルを示す。
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【０１２６】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、移動局装置ａ３及び基地局装
置ｂ３が上りキャリア要素内に割り当てられた無線リソースの量が最も多い上りキャリア
要素を選択するので、無線リソースの量が少ない上りキャリア要素を選択する場合と比較
して上りリンク制御情報の受信特性を向上させることができる。
【０１２７】
（第４の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第４の実施形態について詳しく説明する。
　上記第１の実施形態では、無線通信システムは、上りリンク共用チャネルを割り当てた
上りキャリア要素のうち、周波数が最も高い上りキャリア要素を選択する場合について説
明をした。本実施形態では、無線通信システムが、上りリンク共用チャネルを割り当てた
上りキャリア要素のうち、上りリンク共用チャネルの変調方式と符号化率に基づいて選択
する場合について説明をする。
　本実施形態に係る無線通信システムと第１の実施形態に係る無線通信システムとを比較
すると、移動局装置の送信処理部及び基地局装置の受信処理部が異なる。しかし、他の構
成要素が持つ構成及び機能は、第１の実施形態と同じであるので、第１の実施形態と同じ
機能についての説明は省略する。以下、本実施形態に係る移動局装置を移動局装置ａ４と
いい、基地局装置を基地局装置ｂ４という。
【０１２８】
＜送信処理部ａ４４の構成について＞
　図１８は、この発明の第４の実施形態に係る移動局装置ａ４の送信処理部ａ４４の構成
を示す概略ブロック図である。本実施形態に係る送信処理部ａ４４（図１８）と第１の実
施形態に係る送信処理部ａ１４（図６）とを比較すると、多重切替部ａ４４１５が異なる
。しかし、他の構成要素（ターボ符号化部ａ１４１１、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１
２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３、ＲＩ符号化部ａ１４１４、データ/制御情報
多重部ａ１４１６～ａ１４１８、変調部ａ１４２、離散フーリエ変換部ａ１４３、多重部
ａ１４５、上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４、及び、送信部ａ１４５）が
持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１２９】
　以下、多重切替部ａ４４１５が行う制御情報配置切り替え処理について説明をする。
　多重切替部ａ４４１５は、共用チャネル割当情報信号が「９」である場合、符号化ビッ
トの出力先を多重部ａ１４５に決定する。
　一方、多重切替部ａ４４１５は、共用チャネル割当情報信号が１個の上りキャリア要素
番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、符号化ビットの出力先を、当該上りリンク共用チ
ャネルが割り当てられた上りキャリア要素に対応するデータ/制御情報多重部ａ１４１６
～ａ１４１８に決定する。
　また、多重切替部ａ４４１５は、共用チャネル割当情報信号が複数個の上りキャリア要
素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、つまり、自装置に対する上りリンク共用チャネ
ルが割り当てられた上りキャリア要素が複数個であると判定した場合、符号化ビットの出
力先を、予め定められた配置規則に従って、以下のように決定する。
【０１３０】
　本実施形態では、まず、多重切替部ａ４４１５は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、割り当てられた上りリンク共用チャネルの変調方式と符号化率
に基づいて、上りリンク共用チャネルの変調方式の変調多値数が最も小さく、符号化率が
最も低い上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎを選択する。なお、変調方式と符号
化率は、上記のように予め基地局装置ｂ１が決定して各移動局装置ａ１に通知されている
。
　具体的に、多重切替部ａ４４１５は、割り当てられた各上りキャリア要素の上りリンク
共用チャネルの符号化率を算出し、変調方式の変調多値数が最も小さく、算出した符号化
率が最も低い上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎを選択する。また、多重切替部
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ａ４４１５は、基地局装置ｂ４が送信した上り共用チャネル割当情報などに含まれる変調
方式と符号化率を算出するための情報に基づいて、上りキャリア要素の上りキャリア要素
番号ｎを選択してもよい。すなわち、多重切替部ａ４４１５は、無線リソースが割り当て
られた複数の上りキャリア要素のうち、上りキャリア要素内に割り当てられた上りリンク
共用チャネルの変調多値数が最も小さく、符号化率が最も低い上りキャリア要素を選択す
る。多重切替部ａ４４１５は、選択した上りキャリア要素番号ｎの上りキャリア要素に対
応するデータ/制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８に、符号化ビットの出力先を決定
する。
　多重切替部ａ４４１５は、以上の制御情報配置切り替え処理により決定した出力先に、
符号化ビットを出力する。
【０１３１】
＜受信処理部ｂ４３の構成について＞
　図１９は、本実施形態に係る基地局装置ｂ４の受信処理部ｂ４３の構成を示す概略ブロ
ック図である。本実施形態に係る受信処理部ｂ４３（図１９）と第１の実施形態に係る受
信処理部ｂ１３（図８）とを比較すると、データ／制御情報多重分離部ｂ４３７１～ｂ４
３７３が異なる。しかし、他の構成要素（受信部ｂ１３１、多重分離部ｂ１３２、伝搬路
推定部ｂ１３３、伝搬路補償部ｂ１３４、逆離散フーリエ変換部ｂ１３５、復調部ｂ１３
６、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７）が持つ機能は第１の実施形態と同じ
である。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ４３７１～ｂ４３７３は、それぞれ、上りキャリア要素
番号０～２の上りキャリア要素に対応し、対応する上りキャリア要素に配置された信号の
符号化ビットを分離する制御情報分離処理を行う。データ／制御情報多重分離部ｂ４３７
１～ｂ４３７３が持つ機能は同じであるので、その１つ（データ／制御情報多重分離部ｂ
４３７３）を代表して説明する。
【０１３２】
　以下、データ／制御情報多重分離部ｂ４３７３が行う制御情報分離処理について説明を
する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ４３７３は、共用チャネル割当情報信号が「９」である
場合、上りリンク制御チャネルの符号化ビットから上りリンク制御情報の符号化ビットを
抽出する。
　一方、データ／制御情報多重分離部ｂ４３７３は、共用チャネル割当情報信号が１個の
上りキャリア要素番号「２」である場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共
用チャネルの符号化ビットを分離する。
【０１３３】
　また、データ／制御情報多重分離部ｂ４３７３は、共用チャネル割当情報信号が複数個
の上りキャリア要素番号ｎ（ｎ＝０、１、２）である場合、予め定められた配置規則であ
って移動局装置ａ４が用いた配置規則と同じ配置規則に従って、以下のように符号化ビッ
トの分離処理を行う。
　まず、データ／制御情報多重分離部ｂ４３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキ
ャリア要素番号ｎのうち、割り当てられた上りリンク共用チャネルの符号化率が最も低く
、変調多値数が小さい上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎを選択する。データ／
制御情報多重分離部ｂ４３７３は、選択した上りキャリア要素番号ｎが「２」であるか否
かを判定する。「２」であると判定した場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリン
ク共用チャネルの符号化ビットを分離する。すなわち、データ／制御情報多重分離部ｂ４
３７３は、無線リソースが割り当てられた複数の上りキャリア要素のうち、割り当てられ
た上りリンク共用チャネルの符号化率が最も低く、変調多値数が小さい上りキャリア要素
を選択する。尚、データ／制御情報多重分離部ｂ４３７１、ｂ４３７２については、それ
ぞれ、選択した上りキャリア要素番号ｎが「０」、「１」である場合、図４（Ａ）の割り
当てに従って、上りリンク共用チャネルの符号化ビットを分離する。
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　データ／制御情報多重分離部ｂ４３７３は、以上の制御情報分離処理により分離したデ
ータ符号化ビット、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビット、及び
ＲＩ符号化ビットを、それぞれ、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ
１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７に出力す
る。
【０１３４】
＜上りリンク共用チャネルの構成＞
　図２０は、本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。図
２０において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域を示す。また、図２０は、１個のサブ
フレームにおける上りリンク共用チャネルの構成を示す。図２０は、図２に示した周波数
帯域集約を用いた通信を行うときに、基地局装置ｂ４が、ある移動局装置ａ４に対して、
ＵＣＣ－０とＵＣＣ－２に上りリンク共用チャネルを割り当てた場合の図である。
【０１３５】
　また、図２０は、ＵＣＣ－０の上りリンク共用チャネルの符号化率（例えば、１／３）
は、ＵＣＣ－２の上りリンク共用チャネルの符号化率（例えば、２／５）より多い場合を
示す。
　この場合、移動局装置ａ４の多重切替部ａ４４１５、及び基地局装置ｂ４のデータ／制
御情報多重分離部ｂ４３７１～ｂ４３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキャリア
要素番号「０」を選択する。
【０１３６】
　図２０において、ＵＣＣ－０、ＵＣＣ－２には、それぞれ、符号Ｕ５０１を付した上り
リンク共有チャネルのシンボルＵ５０１、符号Ｕ５２１を付した上りリンク共有チャネル
のシンボルＵ５２１が配置されている。
　シンボルＵ５０１、Ｕ５２１において、右斜線でハッチングされた領域は上りリンク共
有チャネルに配置されたシンボルを示し、点でハッチングされた領域は上りリンクリファ
レンスシグナルを示す。このシンボルＵ５０１、Ｕ５２１は、図４（Ｂ）のシンボルであ
る。
【０１３７】
　符号Ｕ５０２を付したシンボルＵ５０２、符号Ｕ５２２を付したシンボルＵ５２２は、
それぞれ、シンボルＵ５０１、Ｕ５２１から上りリンクリファレンスシグナルを除いた上
りリンク共有チャネルのシンボルを示す。
【０１３８】
　符号Ｕ５０３を付したシンボルＵ５０３、符号Ｕ５２３を付したシンボルＵ５２３は、
それぞれ、シンボルＵ５０２、Ｕ５２２に対して逆離散フーリエ変換を行って生成したシ
ンボルを示す。
　シンボルＵ５０３において、斜めの格子状の線でハッチングされた領域は、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの変調シンボルを示す。また、シンボルＵ５０３において、左斜線でハッチングさ
れた領域は、ＣＱＩ又はＰＭＩの変調シンボルを示し、ハッチングされていない領域は、
データ情報の変調シンボルを示す。
　シンボルＵ５２３において、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボ
ルを示す。
【０１３９】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、移動局装置ａ４及び基地局装
置ｂ４が上りキャリア要素内に割り当てられた無線リソースの符号化率が最も低い上りキ
ャリア要素を選択するので、無線リソースの符号化率が高い上りキャリア要素を選択する
場合と比較して上りリンク制御情報の受信特性を向上させることができる。
【０１４０】
（第５の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第５の実施形態について詳しく説明する。
　上記第１の実施形態では、無線通信システムは、上りリンク共用チャネルを割り当てた
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上りキャリア要素のうち、周波数が最も高い上りキャリア要素を選択する場合について説
明をした。本実施形態では、無線通信システムが、上りリンク共用チャネルを割り当てた
上りキャリア要素のうち、基地局装置が選択し、移動局装置に通知した上りキャリア要素
を優先的に選択する場合について説明をする。基地局装置は、各上りキャリア要素で受信
した上りリンク共用チャネル、及び上りリンクリファレンスシグナルなどの信号を基に各
上りキャリア要素の伝搬路の品質を測定し、品質の良い上りキャリア要素を選択し、選択
した上りキャリア要素の上りキャリア要素番号を、移動局装置に通知する。
　本実施形態に係る無線通信システムと第１の実施形態に係る無線通信システムとを比較
すると、移動局装置の送信処理部及び基地局装置が異なる。しかし、他の構成要素が持つ
構成及び機能は、第１の実施形態と同じであるので、第１の実施形態と同じ機能について
の説明は省略する。以下、本実施形態に係る移動局装置を移動局装置ａ５といい、基地局
装置を基地局装置ｂ５という。
【０１４１】
＜送信処理部ａ５４の構成について＞
　図２１は、この発明の第５の実施形態に係る移動局装置ａ５の送信処理部ａ５４の構成
を示す概略ブロック図である。本実施形態に係る送信処理部ａ５４（図２１）と第１の実
施形態に係る送信処理部ａ１４（図６）とを比較すると、多重切替部ａ５４１５が異なる
。しかし、他の構成要素（ターボ符号化部ａ１４１１、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１
２、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部ａ１４１３、ＲＩ符号化部ａ１４１４、データ/制御情報
多重部ａ１４１６～ａ１４１８、変調部ａ１４２、離散フーリエ変換部ａ１４３、多重部
ａ１４５、上りリンクリファレンスシグナル生成部ａ１４４、及び、送信部ａ１４５）が
持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１４２】
　以下、多重切替部ａ５４１５が行う制御情報配置切り替え処理について説明をする。
　多重切替部ａ５４１５は、共用チャネル割当情報信号が「９」である場合、符号化ビッ
トの出力先を多重部ａ１４５に決定する。
　一方、多重切替部ａ５４１５は、共用チャネル割当情報信号が「９」でない場合、予め
基地局装置ｂ５から通知された上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎを選択する。
すなわち、多重切替部ａ５４１５は、無線リソースが割り当てられた複数の上りキャリア
要素のうち、予め基地局装置ｂ５から通知された上りキャリア要素を優先的に選択する。
多重切替部ａ５４１５は、基地局装置ｂ５から通知された上りキャリア要素に対応するデ
ータ/制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１８に、符号化ビットの出力先を決定する。
　多重切替部ａ５４１５は、以上の制御情報配置切り替え処理により決定した出力先に、
符号化ビットを出力する。
【０１４３】
＜基地局装置ｂ５の構成について＞
　図２２は、本実施形態に係る基地局装置ｂ５の構成を示す概略ブロック図である。
　本実施形態に係る基地局装置ｂ５（図２２）と第１の実施形態に係る基地局装置ｂ１（
図７）とを比較すると、上位層ｂ５１のキャリア要素通知部ｂ５１２（キャリア要素選択
部）及び受信処理部ｂ５３が異なる。しかし、他の構成要素（無線リソース制御部ｂ１１
１、制御部ｂ１２及び送信処理部ｂ１４）が持つ機能は第１の実施形態と同じである。第
１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１４４】
　キャリア要素通知部ｂ５１２は、各上りキャリア要素で受信した上りリンク共用チャネ
ル、及び上りリンクリファレンスシグナルなどの信号を基に測定した上りキャリア要素の
伝搬路の品質情報に基づいて、伝搬路の品質の良い上りキャリア要素を選択する。
　キャリア要素通知部ｂ５１２は、選択した上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎ
を、送信処理部ｂ１４を介して移動局装置ａ５に通知する。また、キャリア要素通知部ｂ
５１２は、選択した上りキャリア要素の上りキャリア要素番号ｎを、制御部ｂ１２を介し
て受信処理ｂ５３に出力する。



(32) JP 5706027 B2 2015.4.22

10

20

30

40

50

【０１４５】
＜受信処理部ｂ４３の構成について＞
　図２３は、本実施形態に係る基地局装置ｂ５の受信処理部ｂ５３の構成を示す概略ブロ
ック図である。本実施形態に係る受信処理部ｂ５３（図２３）と第１の実施形態に係る受
信処理部ｂ１３（図８）とを比較すると、データ／制御情報多重分離部ｂ５３７１～ｂ５
３７３が異なる。しかし、他の構成要素（受信部ｂ１３１、多重分離部ｂ１３２、伝搬路
推定部ｂ１３３、伝搬路補償部ｂ１３４、逆離散フーリエ変換部ｂ１３５、復調部ｂ１３
６、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７）が持つ機能は第１の実施形態と同じ
である。第１の実施形態と同じ機能の説明は省略する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ５３７１～ｂ５３７３は、それぞれ、上りキャリア要素
番号０～２の上りキャリア要素に対応し、対応する上りキャリア要素に配置された信号の
符号化ビットを分離する制御情報分離処理を行う。データ／制御情報多重分離部ｂ５３７
１～ｂ５３７３が持つ機能は同じであるので、その１つ（データ／制御情報多重分離部ｂ
４３７３）を代表して説明する。
【０１４６】
　以下、データ／制御情報多重分離部ｂ５３７３が行う制御情報分離処理について説明を
する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ５３７３は、共用チャネル割当情報信号が「９」である
場合、上りリンク制御チャネルの符号化ビットから上りリンク制御情報の符号化ビットを
抽出する。
　一方、データ／制御情報多重分離部ｂ５３７３は、共用チャネル割当情報信号が「９」
でない場合、キャリア要素通知部ｂ５１２から入力された上りキャリア要素番号ｎが「２
」であるか否かを判定する。「２」であると判定した場合、図４（Ａ）の割り当てに従っ
て、上りリンク共用チャネルの符号化ビットを分離する。すなわち、データ／制御情報多
重分離部ｂ５３７３は、無線リソースが割り当てられた複数の上りキャリア要素のうち、
予め移動局装置ａ５が通知した上りキャリア要素を優先的に選択する。尚、データ／制御
情報多重分離部ｂ５３７１、ｂ５３７２については、それぞれ、選択した上りキャリア要
素番号ｎが「０」、「１」である場合、図４（Ａ）の割り当てに従って、上りリンク共用
チャネルの符号化ビットを分離する。
　データ／制御情報多重分離部ｂ５３７３は、以上の制御情報分離処理により分離したデ
ータ符号化ビット、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化ビット、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビット、及び
ＲＩ符号化ビットを、それぞれ、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ
１３７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、及びＲＩ復号化部ｂ１３７７に出力す
る。
【０１４７】
＜上りリンク共用チャネルの構成＞
　図２４は、本実施形態に係る上りリンク共用チャネルの構成の一例を示す図である。図
２４において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域を示す。また、図２４は、１個のサブ
フレームにおける上りリンク共用チャネルの構成を示す。図２４は、図２に示した周波数
帯域集約を用いた通信を行うときに、基地局装置ｂ５が、ある移動局装置ａ５に対して、
ＵＣＣ－０とＵＣＣ－２に上りリンク共用チャネルを割り当てた場合の図である。
【０１４８】
　また、図２４は、基地局装置ｂ５が、上りリンク制御情報を優先的に配置する上りキャ
リア要素としてＵＣＣ－０を選択し、優先的に配置する上りキャリア要素の上りキャリア
要素番号として「０」を、移動局装置ａ５に通知した場合を示す。
　この場合、移動局装置ａ５の多重切替部ａ５４１５、及び基地局装置ｂ５のデータ／制
御情報多重分離部ｂ５３７１～ｂ５３７３は、共用チャネル割当情報信号の上りキャリア
要素番号「０」を選択する。
【０１４９】
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　図２４において、ＵＣＣ－０、ＵＣＣ－２には、それぞれ、符号Ｕ６０１を付した上り
リンク共有チャネルのシンボルＵ６０１、符号Ｕ６２１を付した上りリンク共有チャネル
のシンボルＵ６２１が配置されている。
　シンボルＵ６０１、Ｕ６２１において、右斜線でハッチングされた領域は上りリンク共
有チャネルに配置されたシンボルを示し、点でハッチングされた領域は上りリンクリファ
レンスシグナルを示す。このシンボルＵ６０１、Ｕ６２１は、図４（Ｂ）のシンボルであ
る。
【０１５０】
　符号Ｕ６０２を付したシンボルＵ６０２、符号Ｕ６２２を付したシンボルＵ６２２は、
それぞれ、シンボルＵ６０１、Ｕ６２１から上りリンクリファレンスシグナルを除いた上
りリンク共有チャネルのシンボルを示す。
【０１５１】
　符号Ｕ６０３を付したシンボルＵ６０３、符号Ｕ６２３を付したシンボルＵ６２３は、
それぞれ、シンボルＵ６０２、Ｕ６２２に対して逆離散フーリエ変換を行って生成したシ
ンボルを示す。
　シンボルＵ６０３において、斜めの格子状の線でハッチングされた領域は、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの変調シンボルを示す。また、シンボルＵ６０３において、左斜線でハッチングさ
れた領域は、ＣＱＩ又はＰＭＩの変調シンボルを示し、ハッチングされていない領域は、
データ情報の変調シンボルを示す。
　シンボルＵ６２３において、ハッチングされていない領域は、データ情報の変調シンボ
ルを示す。
【０１５２】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、移動局装置ａ５及び基地局装
置ｂ５が、伝搬路の品質の良い上りキャリア要素を選択するので、伝搬路の品質の悪い上
りキャリア要素を選択する場合と比較して上りリンク制御情報の受信特性を向上させるこ
とができる。
【０１５３】
　尚、上記第１実施形態において、移動局装置ａ１及び基地局装置ｂ１は、割り当てた上
りリンク共用チャネルのうち、周波数が最も高い上りキャリア要素を、上りリンク制御情
報の信号を配置する上りキャリア要素として選択した。しかし、本発明は、これに限らず
、周波数が最も低い上りキャリア要素や、周波数が中心の上りキャリア要素を、上りリン
ク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素として選択してもよい。
　また、予め定めた優先順序、例えば、基地局装置ｂ１での上りキャリア要素の信号の復
調又は復号処理の順序、に従って、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要
素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素として選択してもよい。例
えば、基地局装置ｂ１での復号処理の順序が最も早い上りキャリア要素の上りリンク共用
チャネルを選択した場合、基地局装置ｂ１で上りリンク制御情報を早く復号することがで
き、迅速に通信の制御を行うことができる。尚、基地局装置ｂ１での復号処理の順序が最
も早い上りキャリア要素の上りリンク共用チャネルは、周波数の最も高い、又は、低いキ
ャリア要素に対応する上りリンク共用チャネルとしてもよい。
【０１５４】
　また、上記第２の実施形態において、移動局装置ａ２及び基地局装置ｂ２が、周波数が
最も高い上りキャリア要素から周波数が低くなる方へ順番にＭ個の上りキャリア要素を、
上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素として選択した。しかし、本発明
はこれに限らず、例えば、移動局装置ａ２及び基地局装置ｂ２は、周波数が最も小さい上
りキャリア要素から周波数が高くなる方へ順番にＭ個の上りキャリア要素を、上りリンク
制御情報の信号を配置するキャリア要素として選択してもよい。また、例えば、移動局装
置ａ２及び基地局装置ｂ２は、基地局装置ｂ２での上りキャリア要素の信号の復調又は復
号処理の順序に従ってＭ個の上りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置する
上りキャリア要素として選択してもよく、例えば、基地局装置ｂ２での復号処理の順序が
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早い順にＭ個の上りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア
要素として選択してもよい。また、例えば、移動局装置ａ２及び基地局装置ｂ２が、割り
当てた上りキャリア要素のうち、上りキャリア要素内に割り当てられた無線リソースの量
が多い順にＭ個の上りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリ
ア要素として選択してもよい。
　また、上記第２の実施形態において、移動局装置ａ２及び基地局装置ｂ２が選択する上
りキャリア要素の数を２個までに限定する、又は５個までに拡張するなどしてもよい。ま
た、上記各実施形態において、上りキャリア要素は３個でなくてもよく、例えば、４個以
上であってもよい。
【０１５５】
　また、上記第３の実施形態において、移動局装置ａ３及び基地局装置ｂ３は、上りキャ
リア要素内に割り当てた上りリンク共用チャネルのうち、無線リソースの量が最も多い上
りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素として選択し
、上記第４の実施形態において、移動局装置ａ４及び基地局装置ｂ４は、上りキャリア要
素内に割り当てた上りリンク共用チャネルのうち、符号化率が最も低く、変調多値数が小
さい上りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素として
選択した。しかし、本発明はこれに限らず、例えば、上りキャリア要素内に割り当てられ
た上りリンク共用チャネルの無線リソースの量、及び符号化率、変調方式に基づいて、上
りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素を選択してもよい。
　また、上りキャリア要素内に割り当てられた上りリンク共用チャネルの無線リソースの
量、及び符号化率、変調方式から算出できる、上りリンク共用チャネルのデータ情報の量
に基づいて、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素を選択してもよい。
これにより、無線リソースの量は多いが符号化率が高い上りリンク共用チャネル、又は符
号化率が低いが無線リソースの量が少ない上りリンク共用チャネルなどに上りリンク制御
情報の信号を配置することなく、無線リソースの量、符号化率、変調多値数を総合的に判
断して、上りリンク制御情報の信号の特性が良くなる上りリンク共用チャネルを選択する
ことができる。
【０１５６】
　また、上記第４の実施形態において、移動局装置ａ４及び基地局装置ｂ４は、上りキャ
リア要素内に割り当てた上りリンク共用チャネルのうち、変調多値数が最も小さく、符号
化率が最も低い上りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア
要素として選択した。しかし、本発明はこれに限らず、例えば、上りキャリア要素内に割
り当てられた上りリンク共用チャネルのうち、符号化率が最も低い上りキャリア要素を選
択してもよい。また、変調多値数が最も小さい上りキャリア要素を選択してもよい。これ
により、基地局装置ｂ４及び移動局装置ａ４の構成を簡略化することができる。
　また、移動局装置ａ４及び基地局装置ｂ４は、上りキャリア要素内に割り当てた上りリ
ンク共用チャネルのうち、まず、変調多値数が最も小さいキャリア要素を選択し、変調多
値数が最も小さいキャリア要素が複数ある場合には、符号化率が最も低い上りキャリア要
素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素として選択してもよい。ま
た、移動局装置ａ４及び基地局装置ｂ４は、上りキャリア要素内に割り当てた上りリンク
共用チャネルのうち、まず、符号化率が最も低い上りキャリア要素を選択し、符号化率が
最も低い上りキャリア要素が複数ある場合には、変調多値数が最も小さいキャリア要素を
、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキャリア要素として選択してもよい。
【０１５７】
　また、上記第５の実施形態において、移動局装置ａ５及び基地局装置ｂ５は、上りキャ
リア要素内に割り当てた上りリンク共用チャネルのうち、基地局装置ｂ５が選択し、移動
局装置ａ５に通知した上りキャリア要素を、上りリンク制御情報の信号を配置する上りキ
ャリア要素として選択した。しかし、本発明はこれに限らず、例えば、予め基地局装置ｂ
５が移動局装置ａ５に通知した上りキャリア要素内に上りリンク共用チャネルを割り当て
ず、予め基地局装置ｂ５が移動局装置ａ５に通知した上りキャリア要素以外にのみ上りリ
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ンク共用チャネルを割り当てた場合、第５の実施形態を用いず、第１の実施形態、及び第
２の実施形態、第３の実施形態、第４の実施形態を適用してもよい。これにより、基地局
装置ｂ５が選択し、移動局装置ａ５に通知した上りキャリア要素に必ず上りリンク共用チ
ャネルを割り当てる必要がなくなる。
【０１５８】
　また、上記各実施形態において、基地局装置ｂ１～ｂ５は、移動局装置ａ１～ａ５に割
り当てた上りリンク共用チャネルの無線リソースに配置された信号の電力を測定し、測定
した電力が予め定めた値以上になったと判定した場合に、上りキャリア要素を選択するよ
うにしてもよい。これにより、上りリンク共用チャネルの無線リソースの割り当てを示す
下りリンク制御情報（上り共用チャネル割当情報）を、移動局装置ａ１～ａ５が正しく復
号したことを判定することができ、下りリンク制御情報（上り共用チャネル割当情報）の
復号に失敗したときに上りリンク制御情報が予め定めた規則に従って配置されず、エラー
が起きるのを回避することができる。
【０１５９】
　また、上記各実施形態において、移動局装置ａ１～ａ５から基地局装置ｂ１～ｂ５への
通信である上りリンクの通信について説明をしたが、本発明はこれに限らず、基地局装置
ｂ１～ｂ５（第１の通信装置）から移動局装置ａ１～ａ５（第２の通信装置）への下りリ
ンクの通信に適用してもよい。この場合、移動局装置は上記基地局装置ｂ１～ｂ５が持つ
構成及び機能を備え、基地局装置は上記移動局装置が持つ構成及び機能を備える。
【０１６０】
　以上のように、上述の各実施形態における一態様は、移動局装置であって、あるサブフ
レームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理上りリンク共
用チャネルを介して送信を行なう場合であって、前記複数のコンポーネントキャリアのう
ちの第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介した送信が行
なわれず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリ
ア以外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理上りリンク
共用チャネルを介した送信が行なわれる第１の場合において、前記複数のコンポーネント
キャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チ
ャネルを介して前記上りリンク制御情報を、基地局装置に送信する送信部を備えることを
特徴とする移動局装置である。
【０１６１】
　また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記複数のコンポーネントキャリ
アのそれぞれの上で１つの物理上りリンク共用チャネルを介して送信を行なう、前記第１
の場合とは異なる第２の場合において、
　前記送信部は、前記サブフレーム内の前記複数のコンポーネントキャリアのうちの第１
のコンポーネントキャリアで前記１つの物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリ
ンク制御情報を、前記基地局装置に送信することを特徴とする移動局装置である。
【０１６２】
　また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記第２のコンポーネントキャリ
アが２以上の複数の第２のコンポーネントキャリアである場合に、前記複数のコンポーネ
ントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記特定の１つの第２のコンポーネント
キャリアは、前記複数の第２のコンポーネントキャリアに付された複数の番号のうち最も
小さい番号が付された第２のコンポーネントキャリアであることを特徴とする移動局装置
である。
【０１６３】
　また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記上りリンク制御情報は、下り
リンクデータに対するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／
ＮＡＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）であることを特徴とす
る移動局装置である。
【０１６４】
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　また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記第１のコンポーネントキャリ
アは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネントキャリアであることを特徴とす
る移動局装置である。
【０１６５】
　また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記複数のコンポーネントキャリ
アはそれぞれ、番号が付されており、前記第１のコンポーネントキャリアは、最も小さい
番号が付されたコンポーネントキャリアであることを特徴とする移動局装置である。
【０１６６】
　また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記送信部は、前記サブフレーム
において前記物理上りリンク共用チャネルを介した送信を行なわない、前記第１の場合と
は異なる第３の場合において、物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリンク制御
情報を、前記基地局装置に送信することを特徴とする移動局装置である。
【０１６７】
　また、本発明の一態様は、基地局装置であって、あるサブフレームにおいて複数のコン
ポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理上りリンク共用チャネルを割り当てる場
合であって、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネントキャリア
に前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられず、前記複数のコンポーネントキャリ
アのうちの前記第１のコンポーネントキャリア以外の１以上の第２のコンポーネントキャ
リアのそれぞれの上に前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられる第１の場合にお
いて、前記複数のコンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャ
リアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、移動
局装置から受信する受信部を備えることを特徴とする基地局装置である。
【０１６８】
　また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記複数のコンポーネントキャリ
アのそれぞれの上に１つの物理上りリンク共用チャネルを割り当てる、前記第１の場合と
は異なる第２の場合において、前記受信部は、前記サブフレーム内の前記複数のコンポー
ネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリアで前記１つの物理上りリンク
共用チャネルを介して上り前記リンク制御情報を、前記移動局装置から受信することを特
徴とする基地局装置である。
【０１６９】
　また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記第２のコンポーネントキャリ
アが２以上の複数の第２のコンポーネントキャリアである場合に、前記複数のコンポーネ
ントキャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記特定の１つの第２のコンポーネント
キャリアは、前記複数の第２のコンポーネントキャリアに付された複数の番号のうち最も
小さい番号が付された第２のコンポーネントキャリアであることを特徴とする基地局装置
である。
【０１７０】
　また、本発明の一態様は、基地局装置であって、前記上りリンク制御情報は、下りリン
クデータに対するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡ
ＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）であることを特徴とする基
地局装置である。
【０１７１】
　また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記第１のコンポーネントキャリ
アは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネントキャリアであることを特徴とす
る基地局装置である。
【０１７２】
　また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記複数のコンポーネントキャリ
アはそれぞれ、番号が付されており、前記第１のコンポーネントキャリアは、最も小さい
番号が付されたコンポーネントキャリアであることを特徴とする基地局装置である。
【０１７３】
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　また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記受信部は、前記サブフレーム
において前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられない、前記第１の場合とは異な
る第３の場合において、物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリンク制御情報を
、前記移動局装置から受信することを特徴とする基地局装置である。
【０１７４】
　また、本発明の一態様は、移動局装置に用いられる無線通信方法であって、あるサブフ
レームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理上りリンク共
用チャネルを介して送信を行なう場合であって、前記複数のコンポーネントキャリアのう
ちの第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介した送信が行
なわれず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリ
ア以外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理上りリンク
共用チャネルを介した送信が行なわれる第１の場合において、前記複数のコンポーネント
キャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チ
ャネルを介して前記上りリンク制御情報を、基地局装置に送信することを特徴とする無線
通信方法である。
【０１７５】
　また、本発明の一態様は、基地局装置に用いられる無線通信方法であって、
　あるサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理
上りリンク共用チャネルを割り当てる場合であって、前記複数のコンポーネントキャリア
のうちの第１のコンポーネントキャリアに前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てら
れず、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記第１のコンポーネントキャリア以
外の１以上の第２のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に前記物理上りリンク共用チ
ャネルが割り当てられる第１の場合において、前記複数のコンポーネントキャリアのうち
特定の１つの第２のコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを
介して前記上りリンク制御情報を、移動局装置から受信することを特徴とする無線通信方
法である。
【０１７６】
　また、本発明の各実施形態における一態様は、以下の態様であってもよい。
　（１）また、本発明の一態様は、移動局装置であって、あるサブフレームにおいて複数
のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理上りリンク共用チャネルを介して
送信を行なう第１の場合に、前記物理上りリンク共用チャネルのうち１つの物理上りリン
ク共用チャネルを介して上りリンク制御情報を、前記基地局装置に送信する送信部を備え
ることを特徴とする。
【０１７７】
　（２）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記第１の場合において、
前記サブフレーム内の第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネル
を介した送信が行なわれるならば、前記送信部は、前記複数のコンポーネントキャリアの
うち前記第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記
上りリンク制御情報を、前記基地局装置に送信することを特徴とする。
【０１７８】
　（３）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記第１の場合において、
前記第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介した送信が行
なわれず、前記第１のコンポーネントキャリア以外の複数の第２のコンポーネントキャリ
アのそれぞれの上で前記物理上りリンク共用チャネルを介した送信が行なわれるならば、
前記送信部は、前記複数のコンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネ
ントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、前
記基地局装置に送信することを特徴とする。
【０１７９】
　（４）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記複数のコンポーネント
キャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記特定の１つの第２のコンポーネントキャ
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リアは、前記複数の第２のコンポーネントキャリアに付された複数の番号のうち最も小さ
い番号が付された第２のコンポーネントキャリアであることを特徴とする。
【０１８０】
　（５）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記上りリンク制御情報は
、下りリンクデータに対するＡＣＫ（positive acknowledgement）／ＮＡＣＫ（negative
 acknowledgement）であることを特徴とする。
【０１８１】
　（６）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記第１のコンポーネント
キャリアは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネントキャリアであることを特
徴とする。
【０１８２】
　（７）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記複数のコンポーネント
キャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記送信部は、前記第１の場合において、最
も小さい番号が付されたコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介
して前記上りリンク制御情報を、前記基地局装置に送信することを特徴とする。
【０１８３】
　（８）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記移動局装置は、更に、
複数の物理下りリンク制御チャネルを介して複数の下りリンク制御情報を、前記基地局装
置から受信する受信部を備え、前記送信部は、前記第１の場合において、前記複数の下り
リンク制御情報に基づいて前記物理上りリンク共用チャネルの中から１つの物理上りリン
ク共用チャネルを選択し、前記選択した物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリ
ンク制御情報の送信を行なうことを特徴とする。
【０１８４】
　（９）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記上りリンク制御情報は
、下りリンクに対するチャネル品質情報であることを特徴とする。
【０１８５】
　（１０）また、本発明の一態様は、上記移動局装置であって、前記送信部は、前記サブ
フレームにおいて前記物理上りリンク共用チャネルを介した送信を行なわない、前記第１
の場合とは異なる場合において、物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリンク制
御情報を、前記基地局装置に送信することを特徴とする。
【０１８６】
　（１１）また、本発明の一態様は、基地局装置であって、あるサブフレームにおいて複
数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理上りリンク共用を割り当てる第
１の場合に、前記物理上りリンク共用チャネルのうち１つの物理上りリンク共用チャネル
を介して上りリンク制御情報を、前記移動局装置から受信する受信部を備えることを特徴
とする。
【０１８７】
　（１２）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、上前記第１の場合におい
て、前記サブフレーム内の第１のコンポーネントキャリアに前記物理上りリンク共用チャ
ネルが割り当てられるならば、前記受信部は、前記複数のコンポーネントキャリアのうち
前記第１のコンポーネントキャリアで前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上り
リンク制御情報を、前記移動局装置から受信することを特徴とする。
【０１８８】
　（１３）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記第１の場合において
、前記第１のコンポーネントキャリアに前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられ
ず、前記第１のコンポーネントキャリアとは異なる複数の第２のコンポーネントキャリア
のそれぞれの上に前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられるならば、前記受信部
は、前記複数のコンポーネントキャリアのうち特定の１つの第２のコンポーネントキャリ
アにおける前記物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク制御情報を、前記基
地局装置から受信することを特徴とする。
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【０１８９】
　（１４）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記複数のコンポーネン
トキャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記特定の１つの第２のコンポーネントキ
ャリアは、前記複数の第２のコンポーネントキャリアに付された複数の番号のうち最も小
さい番号が付された第２のコンポーネントキャリアであることを特徴とする。
【０１９０】
　（１５）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記上りリンク制御情報
は、下りリンクデータに対するＡＣＫ（positive acknowledgement）／ＮＡＣＫ（negati
ve acknowledgement）であることを特徴とする。
【０１９１】
　（１６）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記第１のコンポーネン
トキャリアは、前記基地局装置によって指示されるコンポーネントキャリアであることを
特徴とする。
【０１９２】
　（１７）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記複数のコンポーネン
トキャリアはそれぞれ、番号が付されており、前記受信部は、第１の場合において、最も
小さい番号が付されたコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネル
を介して前記上りリンク制御情報を、前記移動局装置から受信することを特徴とする。
【０１９３】
　（１８）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記基地局装置は、更に
、複数の下りリンク制御チャネルを介して複数の下りリンク制御情報を、前記移動局装置
に送信する送信部を備え、前記受信部は、前記第１の場合において、前記複数の下りリン
ク制御情報に基づいて前記物理上りリンク共用チャネルの中から１つの物理上りリンク共
用チャネルを選択し、前記選択した物理上りリンク共用チャネルを介して前記上りリンク
制御情報を受信することを特徴とする。
【０１９４】
　（１９）また、本発明の一態様は、上記基地局であって、前記上りリンク制御情報は、
下りリンクに対するチャネル品質情報であることを特徴とする。
【０１９５】
　（２０）また、本発明の一態様は、上記基地局装置であって、前記受信部は、前記サブ
フレームにおいて前記物理上りリンク共用チャネルが割り当てられない、前記第１の場合
とは異なる場合において、物理上りリンク制御チャネルを介して前記上りリンク制御情報
を、前記移動局装置から受信することを特徴とする。
【０１９６】
　（２１）また、本発明の一態様は、移動局装置に用いられる無線通信方法であって、あ
るサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上で１つの物理上り
リンク共用チャネルを介して送信を行なう第１の場合に、前記物理上りリンク共用チャネ
ルのうち１つの物理上りリンク共用チャネルを介して上りリンク制御情報を、前記基地局
装置に送信することを特徴とする。
【０１９７】
　（２２）また、本発明の一態様は、基地局装置に用いられる無線通信方法であって、あ
るサブフレームにおいて複数のコンポーネントキャリアのそれぞれの上に１つの物理上り
リンク共用を割り当てる第１の場合に、前記物理上りリンク共用チャネルのうち１つの物
理上りリンク共用チャネルを介して上りリンク制御情報を、前記移動局装置から受信する
ことを特徴とする。
【０１９８】
　本発明に関わる基地局装置及び移動局装置で動作するプログラムは、本発明に関わる上
記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　ＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＵ
ｎｉｔ）等を制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良
い。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Ｒａｎｄ
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ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Ｒｅａ
ｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ)などの各種ＲＯＭやＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉ
ｖｅ）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行われる。
【０１９９】
　尚、上述した実施形態における移動局装置ａ１～ａ３、基地局装置ｂ１～ｂ３の一部、
例えば、上位層処理部ａ１１、制御部ａ１２、受信処理部ａ１３、無線リソース制御部ａ
１１１、ターボ符号化部ａ１４１１、ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部ａ１４１２、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ符号化部ａ１４１３、ＲＩ符号化部ａ１４１４、多重切替部ａ１４１５、ａ２４１５
、ａ３４１５、ａ４４１５、ａ５４１５、データ/制御情報多重部ａ１４１６～ａ１４１
８、変調部ａ１４２、離散フーリエ変換部ａ１４３、上りリンクリファレンスシグナル生
成部ａ１４４、多重部ａ１４５、送信部ａ１４５、上位層処理部ｂ１１、制御部ｂ１２、
送信処理部ｂ１４、無線リソース制御部ｂ１１１、キャリア要素通知部ｂ５１２、受信部
ｂ１３１、多重分離部ｂ１３２、伝搬路推定部ｂ１３３、伝搬路補償部ｂ１３４、逆離散
フーリエ変換部ｂ１３５、復調部ｂ１３６、データ／制御情報多重分離部ｂ１３７１～ｂ
１３７３、ｂ２３７１～ｂ２３７３、ｂ３３７１～ｂ３３７３、ｂ４３７１～ｂ４３７３
、ｂ５３７１～ｂ５３７３、ターボ復号化部ｂ１３７４、ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部ｂ１３
７５、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ復号化部ｂ１３７６、ＲＩ復号化部ｂ１３７７をコンピュータで
実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコン
ピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。尚、ここでい
う「コンピュータシステム」とは、移動局装置ａ１～ａ３、又は基地局装置ｂ１～ｂ３に
内蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むもの
とする。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、
光磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵され
るハードディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録
媒体」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラ
ムを送信する場合の通信線のように、短時間、動的にプログラムを保持するもの、その場
合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一
定時間プログラムを保持しているものも含んでも良い。また上記プログラムは、前述した
機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述した機能をコンピュータシ
ステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良
い。
【０２００】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０２０１】
　本発明は、移動体通信に係る移動局装置、無線通信システム、それと類似の技術におい
て用いて好適であり、複数のキャリア要素内の無線リソースを割り当て、割り当てられた
無線リソースに配置した制御情報とデータ情報とを確実に通信することができる。
【符号の説明】
【０２０２】
　Ａ１～Ａ３、ａ１～ａ５・・・移動局装置（第１の通信装置）、Ｂ１、ｂ１～ｂ５・・
・基地局装置（第２の通信装置）、ａ１１・・・上位層処理部、ａ１２・・・制御部、ａ
１３・・・受信処理部、ａ１４、ａ２４、ａ３４、ａ４４、ａ５４・・・送信処理部、ａ
１１１・・・無線リソース制御部、ａ１４１、ａ２４１、ａ３４１、ａ４４１、ａ５４１
・・・符号化部、ａ１４２・・・変調部、ａ１４３・・・離散フーリエ変換部、ａ１４４
・・・上りリンクリファレンスシグナル生成部、ａ１４５・・・多重部、ａ１４６・・・
送信部、ａ１４１１・・・ターボ符号化部、ａ１４１２・・・ＣＱＩ／ＰＭＩ符号化部、
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ａ１４１３・・・ＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化部、ａ１４１４・・・ＲＩ符号化部、ａ１４１
５、ａ２４１５、ａ３４１５、ａ４４１５、ａ５４１５・・・多重切替部（キャリア要素
選択部）、ａ１４１６～ａ１４１８・・・データ/制御情報多重部、ｂ１１、ｂ５１・・
・上位層処理部、ｂ１２・・・制御部、ｂ１３、ｂ２３、ｂ３３、ｂ４３、ｂ５３・・・
受信処理部、ｂ１４・・・送信処理部、ｂ１１１・・・無線リソース制御部、ｂ５１２・
・・キャリア要素通知部（キャリア要素選択部）、ｂ１３１・・・受信部、ｂ１３２・・
・多重分離部、ｂ１３３・・・伝搬路推定部、ｂ１３４・・・伝搬路補償部、ｂ１３５・
・・逆離散フーリエ変換部、ｂ１３６・・・復調部、ｂ１３７、ｂ２３７、ｂ３３７、ｂ
４３７、ｂ５３７・・・復号化部、ｂ１３７１～ｂ１３７３、ｂ２３７１～ｂ２３７３、
ｂ３３７１～ｂ３３７３・・・データ／制御情報多重分離部、ｂ１３７４・・・ターボ復
号化部、ｂ１３７５・・・ＣＱＩ／ＰＭＩ復号化部、ｂ１３７６・・・ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
復号化部、ｂ１３７７・・・ＲＩ復号化部
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